
 

第７２号議案 

 

 

 

使用料・手数料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例の制定について 

 

 

 

使用料・手数料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例を別紙のように定める。 

 

 

 

令和７年１１月２８日提出 

 

 

 

                      芦屋市長 髙 島  崚 輔 

 

 

 

 

提案理由 
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芦屋市条例第  号 

  

  

使用料・手数料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例 

  

 

 （芦屋市手数料条例の一部改正） 

第１条 芦屋市手数料条例（平成１２年芦屋市条例第８号）の一部を次のように改正する。 

  

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

１ 総務関係～４ 消防関係 （略） １ 総務関係～４ 消防関係 （略） 

５ その他共通関係 ５ その他共通関係 

番

号 

事務 名称 金額 

１ 道路の幅員に関する

証明 

道路幅員証明手数料 １件につき 

４３０円 

２

～

４ 

（略） （略） （略） 

 

番

号 

事務 名称 金額 

１ 道路の幅員に関する

証明 

道路幅員証明手数料 １件につき 

３６０円 

２

～

４ 

（略） （略） （略） 

 

 

（芦屋市立打出教育文化センター条例の一部改正） 

第２条 芦屋市立打出教育文化センター条例（平成２年芦屋市条例第２１号）の一部を次のように改正する。 
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 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表（第６条関係） 別表（第６条関係） 

施設使用料金表 施設使用料金表 

室名 広さ 収容人

員 

使用料金 

会議室・和室 午前９時～

正午 

正午～午後

６時 

午後６時～

午後９時 

大会議室 １３５

m２ 

７２人 １ 時 間 に つ

き１，７４０

円 

１ 時 間 に つ

き１，５２０

円 

１ 時 間 に つ

き１，９４０

円 

小会議室 ５０m２ ２４人 １ 時 間 に つ

き５６０円 

１ 時 間 に つ

き５１０円 

１ 時 間 に つ

き６６０円 

和室 １８畳 １８人 １ 時 間 に つ

き８８０円 

１ 時 間 に つ

き７５０円 

１ 時 間 に つ

き９７０円 

調理スペー

ス 

４８m２ １７人 午前９時～

正午 

正午～午後

２時３０分 

午 後 ２ 時 ３

０ 分 ～ 午 後

５時 

３，４５０

円

２，８８０

円

２，８８０

円
 

室名 広さ 収容人

員 

使用料金 

会議室・和室 午前９時～

正午 

正午～午後

６時 

午後６時～

午後９時 

大会議室 １３５

m２ 

７２人 １ 時 間 に つ

き１，４５０

円 

１ 時 間 に つ

き１，２７０

円 

１ 時 間 に つ

き１，６２０

円 

小会議室 ５０m２ ２４人 １ 時 間 に つ

き４７０円 

１ 時 間 に つ

き４３０円 

１ 時 間 に つ

き５５０円 

和室 １８畳 １８人 １ 時 間 に つ

き７４０円 

１ 時 間 に つ

き６３０円 

１ 時 間 に つ

き８１０円 

調理スペー

ス 

４８m２ １７人 午前９時～

正午 

正午～午後

２時３０分 

午 後 ２ 時 ３

０ 分 ～ 午 後

５時 

２，８８０

円

２，４００

円

２，４００

円
 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市立学校使用条例の一部改正） 
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第３条 芦屋市立学校使用条例（昭和２７年芦屋市条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
 

改正後 改正前 

第５条 使用を許可された者は次の種別により使用料を納付しな

ければならない。 

第５条 使用を許可された者は次の種別により使用料を納付しな

ければならない。 

種別 使用料 

昼間 

自午前８時 

至午後５時 

夜間 

自午後５時 

至午後９時３０

分 

昼夜間 

自午前８時 

至午後９時３０

分 

講堂  ４，３２０円  ５，７６０円 １０，０８０円

遊戯室 ２，１６０円 ２，８８０円 ５，０４０円

教室その他の

室１教室につ

き 

１，７２０円 ２，５９０円 ４，３１０円

校庭 午前 １，４４０

円

午後 １，４４０

円

２，１６０円 ３，６００円

 

種別 使用料 

昼間 

自午前８時 

至午後５時 

夜間 

自午後５時 

至午後９時３０

分 

昼夜間 

自午前８時 

至午後９時３０

分 

講堂       

Ａ（精小、

宮小） 

３，６００円 ４，８００円 ８，４００円

Ｂ（その他

の学校） 

２，４００円 ３，６００円 ６，０００円

遊戯室 １，８００円 ２，４００円 ４，２００円

教室その他の

室１教室につ

き 

１，４４０円 ２，１６０円 ３，６００円

校庭 午前 １，２００

円

午後 １，２００

円

１，８００円 ３，０００円

 

２ （略） ２ （略） 
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 （芦屋市立公民館設置条例の一部改正） 

第４条 芦屋市立公民館設置条例（昭和５１年芦屋市条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第１（第７条関係） 別表第１（第７条関係） 

公民館施設使用料金表 公民館施設使用料金表 

室名 収容人員

又は広さ 

施設使用料金 

朝 

午前９時～

正午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

  人 円 円 円

１１３室 ２０ １，５６０ ２，０１０ ２，２３０

１１４室 ３０ ３，２４０ ３，８００ ４，１３０

１１５室 １０ ７８０ ８９０ １，１１０

１１６多目的

室 

３５

(７５)

４，３６０ ５，１４０ ５，８１０

２１１室 ２０ １，５６０ ２，０１０ ２，２３０

２１２室 １５ １，２３０ １，４５０ １，９００

２１３幼児室 ２５ １，９００ ２，１２０ ２，５７０

２１４料理室 ３０ ４，５８０ ５，３６０ ６，１６０

２１５美術室 ３０ ３，４６０ ４，０２０ ４，５８０

２１６工芸室 １５ １，７８０ ２，１２０ ２，４６０

室名 収容人員

又は広さ 

施設使用料金 

朝 

午前９時～

正午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

  人 円 円 円

１１３室 ２０ １，４２０ １，８３０ ２，０３０

１１４室 ３０ ２，９５０ ３，４６０ ３，７６０

１１５室 １０ ７１０ ８１０ １，０１０

１１６多目的

室 

３５

(７５)

３，９７０ ４，６８０ ５，２９０

２１１室 ２０ １，４２０ １，８３０ ２，０３０

２１２室 １５ １，１２０ １，３２０ １，７３０

２１３幼児室 ２５ １，７３０ １，９３０ ２，３４０

２１４料理室 ３０ ４，１７０ ４，８８０ ５，６００

２１５美術室 ３０ ３，１５０ ３，６６０ ４，１７０

２１６工芸室 １５ １，６２０ １，９３０ ２，２４０
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改正後 改正前 

２１７室 ３０ ２，７９０ ３，２４０ ３，４６０

２１８講義室 ６０ ３，３５０ ３，９１０ ４，１３０

２１９音楽室 ６０

(１４０)

９，６２０ １１，４１０ １２，９９０

２１９音楽室

控室 

８ ５５０ ６７０ ７８０

２２０和室 １６ １，７８０ ２，１２０ ２，４６０

展示場 ９１m２ ６，９４０ ８，０６０ ８，０６０
 

２１７室 ３０ ２，５４０ ２，９５０ ３，１５０

２１８講義室 ６０ ３，０５０ ３，５６０ ３，７６０

２１９音楽室 ６０

(１４０)

８，７５０ １０，３８０ １１，８１０

２１９音楽室

控室 

８ ５００ ６１０ ７１０

２２０和室 １６ １，６２０ １，９３０ ２，２４０

展示場 ９１m２ ６，３１０ ７，３３０ ７，３３０
 

備考 （略） 備考 （略） 

別表第２（第８条関係） 別表第２（第８条関係） 

附属設備等使用料金表 附属設備等使用料金表 

種別 品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

映写装

置 

液晶プロジェクター １台 ３，６６０スクリーンを

含む。 

ビデオテープレコーダ

ー・ＤＶＤプレーヤー 

１台 ９７０モニターテレ

ビを含む。 

音響装

置 

マイクロホン １本 ９７０ 

ワイヤレスマイクロホ

ン 

１本 ９７０ 

テープレコーダー １台 ９７０ＣＤデッキ等

を含む。 

音楽関

係 

ピアノ １台 ２，１９０ 

指揮台 １台 ７３０ 

譜面台 １組 ７３０（１組１５

本） 

美術・

工芸関

イーゼル １組 ９７０画板付（１組

１５本） 

種別 品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

映写装

置 

液晶プロジェクター １台 ３，０５０スクリーンを

含む。 

ビデオテープレコーダ

ー・ＤＶＤプレーヤー 

１台 ８１０モニターテレ

ビを含む。 

音響装

置 

マイクロホン １本 ８１０ 

ワイヤレスマイクロホ

ン 

１本 ８１０ 

テープレコーダー １台 ８１０ＣＤデッキ等

を含む。 

音楽関

係 

ピアノ １台 １，８３０ 

指揮台 １台 ６１０ 

譜面台 １組 ６１０（１組１５

本） 

美術・

工芸関

イーゼル １組 ８１０画板付（１組

１５本） 
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改正後 改正前 

係 モデル台 １式 ９７０ 

陶芸窯 １式 ２，１９０ 

   

スポットライト １台 ７３０美術室に限

る。 

その他 ロッカー １区

分 

１，０９０ 

スチール棚 １区

分 

１，４６０ 

パーソナルコンピュー

タ 

１台 ３６０ 

 備考 （略） 

係 モデル台 １式 ８１０ 

陶芸窯 １式 １，８３０ 

電動式ろくろ １組 ８１０ 

スポットライト １台 ６１０美術室に限

る。 

その他 ロッカー １区

分 

９１０ 

スチール棚 １区

分 

１，２２０ 

パーソナルコンピュー

タ 

１台 ３００ 

備考 （略） 

 

 （芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第５条 芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例（昭和４７年芦屋市条例第２６号）の一部を次のよう

に改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第１（第１０条関係） 別表第１（第１０条関係） 

体育館・青少年センター使用料金表 体育館・青少年センター使用料金表 

１ 専用使用 １ 専用使用 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 
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改正後 改正前 

 午 前 ９ 時 か

ら 午 前 １ １

時 ５ ０ 分 ま

で 

正 午 か ら 午

後 ２ 時 ５ ０

分まで 

午後３時か

ら午後５時

５０分まで 

午後６時か

ら午後８時

５０分まで 

競技場 円

１４，６８０

円

１４，６８０

円

１４，６８０

円

２９，３７０

剣道場 ２，４４０ ２，４４０ ２，４４０ ６，０４０

柔道場 ２，４４０ ２，４４０ ２，４４０ ６，０４０

弓道場 弓道使

用 

２，４４０ ２，４４０ ２，４４０ ６，０４０

その他

使用 

３，７４０ ３，７４０ ３，７４０ ８，７８０

控え室 ２，０１０ ２，０１０ ２，０１０ ３，１６０

多目的室(１) ８６０ ８６０ ８６０ １，５８０

多目的室(２) １，７２０ １，７２０ １，７２０ ２，５９０

多目的室(３) ２，８８０ ２，８８０ ２，８８０ ４，８９０

大会議室 ２，８８０ ２，８８０ ２，８８０ ４，８９０

第１会議室 １，０００ １，０００ １，０００ １，８７０

第２会議室 ８６０ ８６０ ８６０ １，５８０

第１研修室 １，８７０ １，８７０ １，８７０ ２，８８０

第２研修室 １，８７０ １，８７０ １，８７０ ２，８８０

音楽室 ２，５９０ ２，５９０ ２，５９０ ３，６００

多目的研修室 １，１５０ １，１５０ １，１５０ ２，１６０
 

 午 前 ９ 時 か

ら 午 前 １ １

時 ５ ０ 分 ま

で 

正 午 か ら 午

後 ２ 時 ５ ０

分まで 

午後３時か

ら午後５時

５０分まで 

午後６時か

ら午後８時

５０分まで 

競技場 円

１２，２４０

円

１２，２４０

円

１２，２４０

円

２４，４８０

剣道場 ２，０４０ ２，０４０ ２，０４０ ５，０４０

柔道場 ２，０４０ ２，０４０ ２，０４０ ５，０４０

弓道場 弓道使

用 

２，０４０ ２，０４０ ２，０４０ ５，０４０

その他

使用 

３，１２０ ３，１２０ ３，１２０ ７，３２０

控え室 １，６８０ １，６８０ １，６８０ ２，６４０

多目的室(１) ７２０ ７２０ ７２０ １，３２０

多目的室(２) １，４４０ １，４４０ １，４４０ ２，１６０

多目的室(３) ２，４００ ２，４００ ２，４００ ４，０８０

大会議室 ２，４００ ２，４００ ２，４００ ４，０８０

第１会議室 ８４０ ８４０ ８４０ １，５６０

第２会議室 ７２０ ７２０ ７２０ １，３２０

第１研修室 １，５６０ １，５６０ １，５６０ ２，４００

第２研修室 １，５６０ １，５６０ １，５６０ ２，４００

音楽室 ２，１６０ ２，１６０ ２，１６０ ３，０００

多目的研修室 ９６０ ９６０ ９６０ １，８００
 

２ 一般使用 ２ 一般使用 

区分 使用料 備考 

トレーニング

室 

１回 ４３０円 

回数券（１１枚綴り） ４，３２

０円 

中 学 生 以下 を 除

く。使用料は１人

１ 回 ２ 時間 と す

区分 使用料 備考 

トレーニング

室 

１回 ３６０円 

回数券（１１枚綴り） ３，６０

０円 

中 学 生 以 下 を 除

く。使用料は１人

１ 回 ２ 時 間 と す

区分 

室名 

区分 

室名 
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改正後 改正前 

る。 
 

る。 
 

備考 （略） 備考 （略） 

別表第２（第１０条の２関係） 別表第２（第１０条の２関係） 

附属設備等使用料金表 附属設備等使用料金表 

品名 単位 使用料金 

  円

アリーナ放送設備 一式 １，２１０

アリーナ空調設備 一式 ８５０

調理台 １台 ６００

更衣ロッカー １台 １００

物品ロッカー（大） １台 ２，４３０

物品ロッカー（小） １台 １，２１０
 

品名 単位 使用料金 

  円

アリーナ放送設備 一式 １，０１０

アリーナ空調設備 一式 ７１０

調理台 １台 ５００

更衣ロッカー １台 １００

物品ロッカー（大） １台 ２，０３０

物品ロッカー（小） １台 １，０１０
 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市谷崎潤一郎記念館条例の一部改正） 

第６条 芦屋市谷崎潤一郎記念館条例（昭和６３年芦屋市条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第４（第８条関係） 別表第４（第８条関係） 

区分 使用料 

講義室 午前９時～正午 １，７００円

区分 使用料 

講義室 午前９時～正午 １，４２０円
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改正後 改正前 

午後１時～午後５時 ２，１９０円
 

午後１時～午後５時 １，８３０円
 

 

（芦屋市立美術博物館条例の一部改正） 

第７条 芦屋市立美術博物館条例（平成２年芦屋市条例第２２号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第３（第７条関係） 別表第３（第７条関係） 

区分 使用料 

午前１０時から正

午まで 

午後１時から午後

４時３０分まで 

午前１０時から午

後４時３０分まで 

講義室 ３，４２０円 ５，２４０円 ８，６６０円

体験学習

室 

５，０００円 ８，１８０円 １３，１８０円

 

区分 使用料 

午前１０時から正

午まで 

午後１時から午後

４時３０分まで 

午前１０時から午

後４時３０分まで 

講義室 ２，８５０円 ４，３７０円 ７，２３０円

体験学習

室 

４，１７０円 ６，８２０円 １１，０００円

 

 

（芦屋市民会館条例の一部改正） 

第８条 芦屋市民会館条例（昭和３８年芦屋市条例第２９号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
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改正後 改正前 

別表第１（第７条関係） 別表第１（第７条関係） 

市民会館施設使用料金表 市民会館施設使用料金表 

室名 
収容人員

又は広さ 

施設使用料金 

朝 

午前９時～正

午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

大ホー

ル 

平日 
人 

６６２ 

(７００) 

円

４３，９９０

円

５５，７２０

円

６６，０００

土日休 ４９，８６０６１，５９０ ７０，３９０

小ホー

ル 

平日 
１５０ 

１０，９９０１２，４５０ １３，９３０

土日休 １１，７２０ １３，９３０ １６，１２０

大楽屋 ３０ ２，８００ ３，４２０ ３，６６０

中楽屋 ２０ ２，１９０ ２，４３０ ２，６８０

下手楽屋 １５ １，３４０ １，５８０ １，７００

小楽屋 １０ １，２１０ １，３４０ １，４６０

上手楽屋 １５ １，３４０ １，５８０ １，７００

１０１室 ２５ １，７００ ２，１９０ ２，４３０

１０２室 ２０ １，４６０ １，５８０ １，８２０

２０１室 ２５ １，７００ ２，１９０ ２，４３０

２０２室 ２５ １，７００ ２，１９０ ２，４３０

２０３室 
４０ 

(６０) 
４，３９０ ５，１２０ ５，６１０

２０４室 ２０ １，５８０ １，７００ ２，０７０

２０５室 ２０ １，５８０ １，７００ ２，０７０

２０６室 １５ １，２１０ １，３４０ １，４６０

２０７室 １０ ８５０ ９７０ １，２１０

２０８室 ８ ９７０ １，０９０ １，２１０

室名 
収容人員

又は広さ 

施設使用料金 

朝 

午前９時～正

午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

大ホー

ル 

平日 
人

６６２

(７００)

円

３６，６６０

円

４６，４４０

円 

５５，０００ 

土日休 ４１，５５０５１，３３０ ５８，６６０ 

小ホー

ル 

平日 
１５０

９，１６０１０，３８０ １１，６１０ 

土日休 ９，７７０１１，６１０ １３，４４０ 

大楽屋 ３０ ２，３４０ ２，８５０ ３，０５０ 

中楽屋 ２０ １，８３０ ２，０３０ ２，２４０ 

下手楽屋 １５ １，１２０ １，３２０ １，４２０ 

小楽屋 １０ １，０１０ １，１２０ １，２２０ 

上手楽屋 １５ １，１２０ １，３２０ １，４２０ 

１０１室 ２５ １，４２０ １，８３０ ２，０３０ 

１０２室 ２０ １，２２０ １，３２０ １，５２０ 

２０１室 ２５ １，４２０ １，８３０ ２，０３０ 

２０２室 ２５ １，４２０ １，８３０ ２，０３０ 

２０３室 
４０

(６０)
３，６６０ ４，２７０ ４，６８０ 

２０４室 ２０ １，３２０ １，４２０ １，７３０ 

２０５室 ２０ １，３２０ １，４２０ １，７３０ 

２０６室 １５ １，０１０ １，１２０ １，２２０ 

２０７室 １０ ７１０ ８１０ １，０１０ 

２０８室 ８ ８１０ ９１０ １，０１０ 
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改正後 改正前 

３０１室 
６０ 

(１６０) 
６，７２０ ７，９４０ ８，７９０

３０２室 ２０ １，５８０ １，７００ ２，０７０

３０３Ａ室 ２０ １，５８０ １，７００ ２，０７０

３０３Ｂ室 １５ １，５８０ １，７００ ２，０７０

３０４室 １５ １，２１０ １，３４０ １，４６０

４０１室 
１００ 

(２００) 
８，５４０１０，０２０ １１，４８０

４０３室 ２５ １，７００ ２，１９０ ２，４３０

多目的ホール １９６m２ ７，５７０ ８，７９０ ８，７９０
 

３０１室 
６０

(１６０)
５，６００ ６，６２０ ７，３３０ 

３０２室 ２０ １，３２０ １，４２０ １，７３０ 

３０３Ａ室 ２０ １，３２０ １，４２０ １，７３０ 

３０３Ｂ室 １５ １，３２０ １，４２０ １，７３０ 

３０４室 １５ １，０１０ １，１２０ １，２２０ 

４０１室 
１００

(２００)
７，１２０ ８，３５０ ９，５７０ 

４０３室 ２５ １，４２０ １，８３０ ２，０３０ 

多目的ホール １９６m２ ６，３１０ ７，３３０ ７，３３０ 
 

備考 （略） 備考 （略） 

別表第３（第７条の２関係） 別表第３（第７条の２関係） 

附属設備等使用料金表 附属設備等使用料金表 

場

所 

種

別 

品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

大

ホ

ー

ル 

舞

台

装

置 

せりピット １式 ５，１２０固定使用の場合を除

く。 

反響板 １式 ７，３３０ 

所作台 １式 ９，５２０化粧かまちを含む。 

平台 １式 ５，１２０箱足を含む。 

屏風 １双 ３，６６０ 

ひ毛せん １式 ２，９２０赤座布団・赤布を含

む。 

指揮台 １台 ９７０指揮者用・譜面台を

含む。 

演台 １台 ７３０司会台を含む。 

楽

器 

スタインウェイＤ

型ピアノ 

１台 １９，０５０ 

場

所 

種

別 

品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

大

ホ

ー

ル 

舞

台

装

置 

せりピット １式 ４，２７０固定使用の場合を除

く。 

反響板 １式 ６，１１０ 

所作台 １式 ７，９４０化粧かまちを含む。 

平台 １式 ４，２７０箱足を含む。 

屏風 １双 ３，０５０ 

ひ毛せん １式 ２，４４０赤座布団・赤布を含

む。 

指揮台 １台 ８１０指揮者用・譜面台を

含む。 

演台 １台 ６１０司会台を含む。 

楽

器 

スタインウェイＤ

型ピアノ 

１台 １５，８８０ 
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改正後 改正前 

ヤマハＣＦピアノ １台 ９，５２０ 

音

響

装

置 

音響装置 １式 ２，１９０ 

エレベーターマイ

クロホン 

１本 ２，１９０中央、下手 

マイクロホン １本 ２，１９０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 ２，９２０電池代を含む。 

カセットテープレ

コーダー 

１台 ２，１９０消耗品を除く。 

ＣＤデッキ １台 ２，１９０消耗品を除く。 

ステージスピーカ

ー 

１式 ２，１９０ 

モニタースピーカ

ー 

１台 ９７０ 

照

明

装

置 

シーリングライト １式 ２，１９０ 

ボーダーライト １列 ２，１９０ 

サスペンションラ

イト 

１列 ２，１９０ 

ホリゾントライト １列 ２，１９０アッパー、ロアー各

１列 

サイドフロントラ

イト 

１式 ２，１９０ 

トーメンタルライ

ト 

１式 ２，１９０ 

バックギャラリー

ライト 

１式 ３，６６０ 

センターピンスポ

ットライト 

１台 ２，１９０ 

ハロゲンピンスポ １台 ２，１９０ 

ヤマハＣＦピアノ １台 ７，９４０ 

音

響

装

置 

音響装置 １式 １，８３０ 

エレベーターマイ

クロホン 

１本 １，８３０中央、下手 

マイクロホン １本 １，８３０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 ２，４４０電池代を含む。 

カセットテープレ

コーダー 

１台 １，８３０消耗品を除く。 

ＣＤデッキ １台 １，８３０消耗品を除く。 

ステージスピーカ

ー 

１式 １，８３０ 

モニタースピーカ

ー 

１台 ８１０ 

照

明

装

置 

シーリングライト １式 １，８３０ 

ボーダーライト １列 １，８３０ 

サスペンションラ

イト 

１列 １，８３０ 

ホリゾントライト １列 １，８３０アッパー、ロアー各

１列 

サイドフロントラ

イト 

１式 １，８３０ 

トーメンタルライ

ト 

１式 １，８３０ 

バックギャラリー

ライト 

１式 ３，０５０ 

センターピンスポ

ットライト 

１台 １，８３０ 

ハロゲンピンスポ １台 １，８３０ 
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ットライト 

エフェクトマシン １台 ２，１９０４台 

スポットライト１

KW以下 

１台 ９７０移動器具を含む。 

スポットライト

１．５KW以下 

１台 １，２１０移動器具を含む。 

ソースフォー １台 １，２１０ 

ミラーボール １台 ２，１９０ 

スモークマシン １台 ５，１２０スモッグ液を含む。 

映

写

装

置 

３５m／m映写機 １式 １１，７２０クセノンランプ、ス

クリーンを含む。 

１６m／m映写機 １式 ７，３３０クセノンランプ、ス

クリーンを含む。 

液晶プロジェクタ

ー 

１式 ３，６６０スクリーンを含む。 

ＤＶＤ・ブルーレ

イディスクプレー

ヤー 

１台 ９７０ 

そ

の

他 

浴室 １室 ２，１９０ 

小

ホ

ー

ル 

舞

台

装

置 

平台 １式 ２，９２０一式１２枚 

演台 １台 ７３０司会台を含む。 

楽

器 

ヤマハＧ３ピアノ １台 ５，８５０ 

照

明

スポットライト １式 ２，１９０ 

増設ライト １台 ９７０ 

ットライト 

エフェクトマシン １台 １，８３０４台 

スポットライト１

KW以下 

１台 ８１０移動器具を含む。 

スポットライト

１．５KW以下 

１台 １，０１０移動器具を含む。 

ソースフォー １台 １，０１０ 

ミラーボール １台 １，８３０ 

スモークマシン １台 ４，２７０スモッグ液を含む。 

映

写

装

置 

３５m／m映写機 １式 ９，７７０クセノンランプ、ス

クリーンを含む。 

１６m／m映写機 １式 ６，１１０クセノンランプ、ス

クリーンを含む。 

液晶プロジェクタ

ー 

１式 ３，０５０スクリーンを含む。 

ＤＶＤ・ブルーレ

イディスクプレー

ヤー 

１台 ８１０ 

そ

の

他 

浴室 １室 １，８３０ 

小

ホ

ー

ル 

舞

台

装

置 

平台 １式 ２，４４０一式１２枚 

演台 １台 ６１０司会台を含む。 

楽

器 

ヤマハＧ３ピアノ １台 ４，８８０ 

照

明

スポットライト １式 １，８３０ 

増設ライト １台 ８１０ 
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改正後 改正前 

装

置 

映

写

装

置 

液晶プロジェクタ

ー 

１台 ３，６６０スクリーンを含む。 

音

響

装

置 

マイクロホン １本 １，４６０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 １，４６０ 

テープレコーダー １台 １，４６０ 

音響装置 １式 ２，１９０ 

本

館 

茶

道

具 

茶用道具 １式 ２，１９０釜・水指・建水・炭

道具・棚等 

御園棚 １式 ３，６６０ 

毛せん １式 ９７０ 

映

写

装

置 

液晶プロジェクタ

ー 

１式 ３，６６０スクリーンを含む。 

ビデオテープレコ

ーダー・ＤＶＤプ

レーヤー 

１台 ９７０モニターテレビを含

む。 

音

響

装

置 

マイクロホン １本 ９７０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 ９７０ 

テープレコーダー １台 ９７０ＣＤデッキ等を含

む。 

そ

の

他 

金屏風 １双 ２，９２０ 

展示パネル １式 ２，９２０３０１室・多目的ホ

ールで使用する場合

の組立経費は含まな

装

置 

映

写

装

置 

液晶プロジェクタ

ー 

１台 ３，０５０スクリーンを含む。 

音

響

装

置 

マイクロホン １本 １，２２０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 １，２２０ 

テープレコーダー １台 １，２２０ 

音響装置 １式 １，８３０ 

本

館 

茶

道

具 

茶用道具 １式 １，８３０釜・水指・建水・炭

道具・棚等 

御園棚 １式 ３，０５０ 

毛せん １式 ８１０ 

映

写

装

置 

液晶プロジェクタ

ー 

１式 ３，０５０スクリーンを含む。 

ビデオテープレコ

ーダー・ＤＶＤプ

レーヤー 

１台 ８１０モニターテレビを含

む。 

音

響

装

置 

マイクロホン １本 ８１０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 

１本 ８１０ 

テープレコーダー １台 ８１０ＣＤデッキ等を含

む。 

そ

の

他 

金屏風 １双 ２，４４０ 

展示パネル １式 ２，４４０３０１室・多目的ホ

ールで使用する場合

の組立経費は含まな
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改正後 改正前 

い。 

所作台 １式 ５，８５０ 

パーソナルコンピ

ュータ 

１台 ３６０ 

 

い。 

所作台 １式 ４，８８０ 

パーソナルコンピ

ュータ 

１台 ３００ 

 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市立地区集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第９条 芦屋市立地区集会所の設置及び管理に関する条例（昭和４０年芦屋市条例第１４号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第２（第９条関係） 別表第２（第９条関係） 

地区集会所施設使用料金表 地区集会所施設使用料金表 

施設名 室名 広さ 収

容

人

員 

施設使用料金 

朝 

午前 9 時

～正午 

昼 

午後 1 時

～午後 5

時 

夜 

午後 6 時

～午後 9

時 30 分 

深夜 

午後 11

時～翌日

午前 8 時 

 

打 出 集 会

所 

    人 円 円 円 円

洋室(A) 60m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 20m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 35m２ 22 1,340 1,670 2,010 4,020

洋室(D) 24m２ 14 890 1,110 1,230 ―

施設名 

 

 

 

 

室名 広さ 収

容

人

員 

施設使用料金 

朝 

午前 9 時

～正午 

昼 

午後 1 時

～午後 5

時 

夜 

午後 6 時

～午後 9

時 30 分 

深夜 

午後 11

時～翌日

午前 8 時 

 

打 出 集 会

所 

    人 円 円 円 円

洋室(A) 60m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 20m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 35m２ 22 1,220 1,520 1,830 3,660

洋室(D) 24m２ 14 810 1,010 1,120 ―
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改正後 改正前 

翠 ケ 丘 集

会所 

洋室(A) 60m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 32m２ 20 1,230 1,340 1,560 3,130

洋室(C) 18m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(D) 21m２ 12 780 890 1,110 ―

竹 園 集 会

所 

洋室(A) 19m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(B) 18m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 34m２ 22 1,340 1,670 2,010 4,020

洋室(D) 42m２ 26 1,560 1,900 2,230 4,470

前 田 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 19m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 19m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(D) 30m２ 18 890 1,110 1,230 2,460

朝 日 ケ 丘

集会所 

洋室(A) 63m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 21m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 18m２ 12 780 890 1,110 2,230

洋室(D) 16m２ 10 670 780 890 1,780

和室(A) 6 畳 12 780 890 1,110 ―

和室(B) 6 畳 12 780 890 1,110 ―

春 日 集 会

所 

洋室(A) 21m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(B) 64m２ 40 2,460 2,790 3,240 ―

洋室(C) 15m２ 10 670 780 890 ―

洋室(D) 19m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(E) 35m２ 22 1,340 1,670 2,010 4,020

潮 見 集 会

所 

洋室(A) 23m２ 14 890 1,110 1,230 ―

洋室(B) 62m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(C) 20m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(D) 26m２ 16 890 1,110 1,230 2,460

洋室(E) 30m２ 18 890 1,110 1,230 2,460

洋室(F) 20m２ 12 780 890 1,110 ―

翠 ケ 丘 集

会所 

洋室(A) 60m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 32m２ 20 1,120 1,220 1,420 2,850

洋室(C) 18m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(D) 21m２ 12 710 810 1,010 ―

竹 園 集 会

所 

洋室(A) 19m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(B) 18m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 34m２ 22 1,220 1,520 1,830 3,660

洋室(D) 42m２ 26 1,420 1,730 2,030 4,070

前 田 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 19m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 19m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(D) 30m２ 18 810 1,010 1,120 2,240

朝 日 ケ 丘

集会所 

洋室(A) 63m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 21m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 18m２ 12 710 810 1,010 2,030

洋室(D) 16m２ 10 610 710 810 1,620

和室(A) 6 畳 12 710 810 1,010 ―

和室(B) 6 畳 12 710 810 1,010 ―

春 日 集 会

所 

洋室(A) 21m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(B) 64m２ 40 2,240 2,540 2,950 ―

洋室(C) 15m２ 10 610 710 810 ―

洋室(D) 19m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(E) 35m２ 22 1,220 1,520 1,830 3,660

潮 見 集 会

所 

洋室(A) 23m２ 14 810 1,010 1,120 ―

洋室(B) 62m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(C) 20m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(D) 26m２ 16 810 1,010 1,120 2,240

洋室(E) 30m２ 18 810 1,010 1,120 2,240

洋室(F) 20m２ 12 710 810 1,010 ―
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改正後 改正前 

浜 風 集 会

所 

洋室(A) 62m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 21m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 25m２ 14 890 1,110 1,230 2,460

洋室(D) 15m２ 10 670 780 890 ―

洋室(E) 13m２ 10 670 780 890 ―

奥 池 集 会

所 

洋室(A) 58m２ 38 2,230 2,680 3,130 6,270

洋室(B) 17m２ 12 780 890 1,110 2,230

西 蔵 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 26m２ 16 890 1,110 1,230 ―

洋室(C) 27m２ 16 890 1,110 1,230 2,460

洋室(D) 13m２ 10 670 780 890 ―

大 原 集 会

所 

洋室(A) 29m２ 18 890 1,110 1,230 ―

洋室(B) 62m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(C) 22m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(D) 16m２ 10 670 780 890 ―

洋室(E) 52m２ 32 1,900 2,120 2,460 4,920

茶 屋 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,230 2,680 3,130 ―

洋室(B) 19m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 18m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(D) 26m２ 16 890 1,110 1,230 2,460

三 条 集 会

所 

洋室(A) 17m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(B) 21m２ 12 780 890 1,110 ―

洋室(C) 42m２ 26 1,560 1,900 2,230 4,470

洋室(D) 44m２ 26 1,560 1,900 2,230 ―

 備考 （略） 

浜 風 集 会

所 

洋室(A) 62m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 21m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 25m２ 14 810 1,010 1,120 2,240

洋室(D) 15m２ 10 610 710 810 ―

洋室(E) 13m２ 10 610 710 810 ―

奥 池 集 会

所 

洋室(A) 58m２ 38 2,030 2,440 2,850 5,700

洋室(B) 17m２ 12 710 810 1,010 2,030

西 蔵 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 26m２ 16 810 1,010 1,120 ―

洋室(C) 27m２ 16 810 1,010 1,120 2,240

洋室(D) 13m２ 10 610 710 810 ―

大 原 集 会

所 

洋室(A) 29m２ 18 810 1,010 1,120 ―

洋室(B) 62m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(C) 22m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(D) 16m２ 10 610 710 810 ―

洋室(E) 52m２ 32 1,730 1,930 2,240 4,480

茶 屋 集 会

所 

洋室(A) 60m２ 38 2,030 2,440 2,850 ―

洋室(B) 19m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 18m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(D) 26m２ 16 810 1,010 1,120 2,240

三 条 集 会

所 

洋室(A) 17m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(B) 21m２ 12 710 810 1,010 ―

洋室(C) 42m２ 26 1,420 1,730 2,030 4,070

洋室(D) 44m２ 26 1,420 1,730 2,030 ―

 備考 （略） 

  

（芦屋市立あしや市民活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第１０条 芦屋市立あしや市民活動センターの設置及び管理に関する条例（平成２１年芦屋市条例第３４号）の一部を次のように

改正する。 
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 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表（第９条関係） 別表（第９条関係） 

施設使用料金表 施設使用料金表 

室名 広さ 収容人員 施設使用料金 

午前9時30

分～正午 

午後 1 時

～午後 3

時 

午後 3 時

～午後 5

時 

会議室Ａ 17m２ 12 人 720 円 570 円 570 円

会議室Ｂ 17m２ 12 人 720 円 570 円 570 円

会議室Ｃ 50m２ 32 人（50

人） 

1,870 円 1,580 円 1,580 円

会議室Ｄ 46m２ 28 人（48

人） 

1,720 円 1,440 円 1,440 円

多目的室・オープ

ンスペース１ 

（略） （略） （略） （略） （略） 

オープンスペース

２ 

35m２ 20 人 1,290 円 1,150 円 1,150 円

備考 （略） 

室名 広さ 収容人員 施設使用料金 

午前9時30

分～正午 

午後 1 時

～午後 3

時 

午後 3 時

～午後 5

時 

会議室Ａ 17m２ 12 人 600 円 480 円 480 円 

会議室Ｂ 17m２ 12 人 600 円 480 円 480 円 

会議室Ｃ 50m２ 32 人（50

人） 

1,560 円 1,320 円 1,320 円 

会議室Ｄ 46m２ 28 人（48

人） 

1,440 円 1,200 円 1,200 円 

多目的室・オープ

ンスペース１ 

（略） （略） （略） （略） （略） 

オープンスペー

ス２ 

35m２ 20 人 1,080 円 960 円 960 円 

備考 （略） 

 

（芦屋市立潮芦屋交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第１１条 芦屋市立潮芦屋交流センターの設置及び管理に関する条例（平成２２年芦屋市条例第３８号）の一部を次のように

改正する。 
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 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
 

改正後 改正前 

別表第１（第１１条関係） 別表第１（第１１条関係） 

施設使用料金表 施設使用料金表 

１ 国際交流センター １ 国際交流センター 

室名 広さ 

（m
２） 

収容人員 

（人） 

施設使用料金（円） 

朝 昼 夜 

午前９時

～正午 

午後１時

～午後３

時 

午後３時

～午後５

時 

午後６時

～午後９

時３０分 

多

目

的

室 

２０

１室 

７９多目

的室 

(１８

０)

４８ ２，６８０ １，５６０ １，５６０ ３，４６０

２０

２室 

７９ ４８ ２，６８０ １，５６０ １，５６０ ３，４６０

２０

３室 

７９ ４８ ２，６８０ １，５６０ １，５６０ ３，４６０

２０４室 ７２ ４４ ２，４６０ １，４５０ １，４５０ ３，２４０

２０５室 ４３ ２６ １，４５０ ８９０ ８９０ １，９００

２０６調

理・試食

室 

７８ ３０ ４，５８０ ２，６８０ ２，６８０ ６，６００

 

室名 広さ 

（m
２） 

収容人員 

（人） 

施設使用料金（円） 

朝 昼 夜 

午前９時

～正午 

午後１時

～午後３

時 

午後３時

～午後５

時 

午後６時

～午後９

時３０分 

多

目

的

室 

２０

１室 

７９多目

的室 

(１８

０)

４８ ２，４４０ １，４２０ １，４２０ ３，１５０

２０

２室 

７９ ４８ ２，４４０ １，４２０ １，４２０ ３，１５０

２０

３室 

７９ ４８ ２，４４０ １，４２０ １，４２０ ３，１５０

２０４室 ７２ ４４ ２，２４０ １，３２０ １，３２０ ２，９５０

２０５室 ４３ ２６ １，３２０ ８１０ ８１０ １，７３０

２０６調

理・試食

室 

７８ ３０ ４，１７０ ２，４４０ ２，４４０ ６，０００

 

２ 潮芦屋集会所 ２ 潮芦屋集会所 

室名 広さ 収容 施設使用料金（円） 室名 広さ 収容 施設使用料金（円） 
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改正後 改正前 

人員 

（人

） 

朝 

午前９時～正

午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

１０１室 ５２

m２ 

３２ １，９００ ２，１２０ ２，４６０

１０２室 ３５

m２ 

２２ １，３４０ １，６７０ ２，０１０

１０３室 １７

m２ 

１２ ７８０ ８９０ １，１１０

１０４和

室 

８畳 １６ １，１１０ １，２３０ １，３４０

 

人員 

（人

） 

朝 

午前９時～正

午 

昼 

午後１時～午

後５時 

夜 

午後６時～午

後９時３０分 

１０１室 ５２

m２ 

３２ １，７３０ １，９３０ ２，２４０

１０２室 ３５

m２ 

２２ １，２２０ １，５２０ １，８３０

１０３室 １７

m２ 

１２ ７１０ ８１０ １，０１０

１０４和

室 

８畳 １６ １，０１０ １，１２０ １，２２０

 

３ 屋外交流広場 ３ 屋外交流広場 

区分 施設使用料金（円） 

午前９時

～午前１

１時 

午前１１

時～午後

１時 

午後１時

～午後３

時 

午後３時

～午後５

時 

午後５時

～午後７

時 

午後７時

～午後９

時 

屋

外

交

流

広

場 

テニス

コート

Ａ 

１，７２０ １，７２０１，７２０１，７２０１，７２０１，７２０ 

テニス

コート

Ｂ 

１，７２０ １，７２０１，７２０１，７２０１，７２０１，７２０ 

テニス

コート

Ｃ 

１，７２０ １，７２０１，７２０１，７２０１，７２０１，７２０ 

 

区分 施設使用料金（円） 

午前９時

～午前１

１時 

午前１１

時～午後

１時 

午後１時

～午後３

時 

午後３時

～午後５

時 

午後５時

～午後７

時 

午後７時

～午後９

時 

屋

外

交

流

広

場 

テニス

コート

Ａ 

１，４４０ １，４４０１，４４０１，４４０１，４４０１，４４０

テニス

コート

Ｂ 

１，４４０ １，４４０１，４４０１，４４０１，４４０１，４４０

テニス

コート

Ｃ 

１，４４０ １，４４０１，４４０１，４４０１，４４０１，４４０

 

備考 （略） 備考 （略） 

別表第２（第１２条関係） 別表第２（第１２条関係） 

附属設備等使用料金表 附属設備等使用料金表 
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改正後 改正前 

種別 品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

映写 液晶プロジェクター １式 ２，４３０スクリーンを

含む。 

ブルーレイディスクプレ

ーヤー 

１台 １，２１０モニターテレ

ビを含む。 

音響 多目的室音響装置 １式 ２，１９０マイクを含

む。 

２０４室・２０５室音響

装置 

１式 １，２１０マイクを含

む。 

多目的室ワイヤレスマイ

クロホン 

１本 ９７０  

ＣＤデッキ １台 ９７０  

照明

設備 

屋外交流広場照明設備 １時間 ３００１時間未満は

１時間とす

る。 
 

種別 品名 単位 使用料金

（円） 

備考 

映写 液晶プロジェクター １式 ２，０３０スクリーンを

含む。 

ブルーレイディスクプレ

ーヤー 

１台 １，０１０モニターテレ

ビを含む。 

音響 多目的室音響装置 １式 １，８３０マイクを含

む。 

２０４室・２０５室音響

装置 

１式 １，０１０マイクを含

む。 

多目的室ワイヤレスマイ

クロホン 

１本 ８１０  

ＣＤデッキ １台 ８１０  

照明

設備 

屋外交流広場照明設備 １時間 ２５０１時間未満は

１時間とす

る。 
 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第１２条 芦屋市男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例（平成２４年芦屋市条例第３８号）の一部を次のように

改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
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改正後 改正前 

別表（第１０条関係） 別表（第１０条関係） 

施設使用料金表 施設使用料金表 

室名 広さ 

（m２） 

収容人

員 

（人） 

施設使用料金（円） 

午前９時３０

分～正午 

午後１時～午

後３時 

午後３時～午

後５時 

小会議

室 

１９ １２ ６００ ４８０ ４８０

大会議

室１ 

６２ ４５(６

６) 

１，９４０ １，５８０ １，５８０

大会議

室２ 

５０ ３０(５

４) 

１，５８０ １，３４０ １，３４０

 

室名 広さ 

（m２） 

収容人

員 

（人） 

施設使用料金（円） 

午前９時３０

分～正午 

午後１時～午

後３時 

午後３時～午

後５時 

小会議

室 

１９ １２ ５００ ４００ ４００

大会議

室１ 

６２ ４５(６

６) 

１，６２０ １，３２０ １，３２０

大会議

室２ 

５０ ３０(５

４) 

１，３２０ １，１２０ １，１２０

 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の一部改正） 

第１３条 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例（平成２７年芦屋市条例第１２号）の

一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第２（第４条－第５条の２関係） 別表第２（第４条－第５条の２関係） 

１ 預かり保育料 １ 預かり保育料 

(1) 市立幼稚園 (1) 市立幼稚園 
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改正後 改正前 

区分 預かり保育料 

春季、夏季及び冬季の休業日 日額１，０８０円

上記以外の日 日額５００円
 

区分 預かり保育料 

春季、夏季及び冬季の休業日 日額９００円

上記以外の日 日額４５０円
 

   (2) 市立認定こども園 （略） (2) 市立認定こども園 （略） 

 ２ 延長保育料・３ 病児保育料 （略） ２ 延長保育料・３ 病児保育料 （略） 

  備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市福祉センターの管理に関する条例の一部改正） 

第１４条 芦屋市福祉センターの管理に関する条例（平成２２年芦屋市条例第２１号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第１（第９条関係） 別表第１（第９条関係） 

福祉センター施設使用料金表 福祉センター施設使用料金表 

室名 広さ 

（m２）

収容人員 

（人）

施設使用料金（円） 

朝 昼 夜 

午前９時～

正午 

午後１時～

午後５時 

午後６時～

午後９時３

０分 

会議室１ ８３ ３６

(７２)

３，２６０ ４，３５０ ３，８５０ 

会議室２ ５７ ２４ ２，２７０ ２，９６０ ２，５６０ 

室名 広さ 

（m２）

収容人員 

（人）

施設使用料金（円） 

朝 昼 夜 

午前９時～

正午 

午後１時～

午後５時 

午後６時～

午後９時３

０分 

会議室１ ８３ ３６

(７２)

３，３６０ ４，４８０ ３，９７０

会議室２ ５７ ２４ ２，３４０ ３，０５０ ２，６４０
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改正後 改正前 

多目的ホー

ル 

２２４ １５６

(３００)

７，３３０ ９，８６０ ８，６００ 

調理・実習

室 

１５４ 調理室３

１

食事室３

２

８，８６０ １１，８１０ １０，２８０ 

運動室 ２９６― ５，１５０ ６，８３０ ５，９３０ 
 

多目的ホー

ル 

２２４ １５６

(３００)

７，１２０ ９，５７０ ８，３５０

調理・実習

室 

１５４ 調理室３

１

食事室３

２

８，８６０ １１，８１０ １０，２８０

運動室 ２９６― ４，６８０ ６，２１０ ５，３９０
 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市立老人福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第１５条 芦屋市立老人福祉会館の設置及び管理に関する条例（昭和５１年芦屋市条例第３０号）の一部を次のように改正す

る。 

  

次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第１（第９条関係） 別表第１（第９条関係） 

老人福祉会館施設使用料金表 老人福祉会館施設使用料金表 

番 室名 収容人員 施設使用料金 

夜 

午後６時～午後９時３０

分 

１ １１１大広間 人

１４０

円

１４，４１０

番 室名 収容人員 施設使用料金 

夜 

午後６時～午後９時３０

分 

１ １１１大広間 人

１４０

円

１２，０１０
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改正後 改正前 

２ １１２和室 ２０ ２，６８０

３ 舞台   １，９４０
 

２ １１２和室 ２０ ２，２４０

３ 舞台   １，６２０
 

備考 （略） 備考 （略） 

別表第２（第９条の２関係） 別表第２（第９条の２関係） 

附属設備等使用料 附属設備等使用料 

種別 品名 単位 使用料（円） 

照明器具 スポットライト １台 ９７０

音響装置 マイクロホン １本 ９７０

ワイヤレスマイクロホン １本 ９７０

テープレコーダー １台 ９７０

  

その他 金屏風 １双 ２，９２０
 

種別 品名 単位 使用料（円） 

照明器具 スポットライト １台 ８１０

音響装置 マイクロホン １本 ８１０

ワイヤレスマイクロホン １本 ８１０

テープレコーダー １台 ８１０

レコードプレーヤー １台 ８１０

その他 金屏風 １双 ２，４４０
 

備考 （略） 備考 （略） 

 

（芦屋市都市公園条例の一部改正） 

第１６条 芦屋市都市公園条例（昭和４０年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第４（第１０条関係） 別表第４（第１０条関係） 

１ 公園施設を設ける場合・２ 公園施設を管理する場合 

（略） 

１ 公園施設を設ける場合・２ 公園施設を管理する場合 

（略） 
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改正後 改正前 

３ 有料公園施設を利用する場合 ３ 有料公園施設を利用する場合 

施設の種類 使用区

分 

使用料 超過料金 

川西運

動場 

運動場 専用 １時間 ８６０円 １時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ８６

０円 

朝日ケ

丘公園 

水泳プ

ール 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

５７０円 

 

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

２８０円 

 

専用 ２時間 ８６，４０

０円（２時間未満は

２時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ４

３，２００円 

海浜公

園 

水泳プ

ール 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

４８０円 

  

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

２４０円 

  

   専用 ２時間 ７３，３３

０円（２時間未満は

２時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ３

６，６６０円 

施設の種類 使用区

分 

使用料 超過料金 

川西運

動場 

運動場 専用 １時間 ７２０円 １時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ７２

０円 

朝日ケ

丘公園 

水泳プ

ール 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

４８０円 

 

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

２４０円 

 

専用 ２時間 ７２，００

０円（２時間未満は

２時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ３

６，０００円 

海浜公

園 

水泳プ

ール 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

４００円 

  

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

２００円 

  

   専用 ２時間 ６１，１１

０円（２時間未満は

２時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ３

０，５５０円 
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改正後 改正前 

 温水

プー

ル 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

９７０円 

  

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

４８０円 

  

回数券

（１１

回） 

大人（中学生以上）

 ９，７６０円 

  

子供（４歳以上小学

生以下） ４，８８

０円 

  

１月使

用券 

大人（中学生以上）

 ７，８１０円 

  

子供（４歳以上小学

生以下） ３，９０

０円 

  

駐車場 一般 （略） 

東浜公

園、西

浜公園 

庭球場 専用 １時間 ７３０円 １時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ７３

０円 

芦屋中

央公園 

野球

場、芝

生広場 

専用 １時間 ２，１９０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ２，

１９０円 

駐車場 一般 （略） 

芦屋市

総合公

陸上競

技場 

一般 大人 １回 ５

７０円 

  

 温水

プー

ル 

一般 大人（中

学生以

上） 

１回券 

８１０円 

  

子供（４

歳以上小

学生以

下） 

１回券 

４００円 

  

回数券

（１１

回） 

大人（中学生以上）

 ８，１４０円 

  

子供（４歳以上小学

生以下） ４，０７

０円 

  

１月使

用券 

大人（中学生以上）

 ６，５１０円 

  

子供（４歳以上小学

生以下） ３，２５

０円 

  

駐車場 一般 （略） 

東浜公

園、西

浜公園 

庭球場 専用 １時間 ６１０円 １時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６１

０円 

芦屋中

央公園 

野球

場、芝

生広場 

専用 １時間 １，８３０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） １，

８３０円 

駐車場 一般 （略） 

芦屋市

総合公

陸上競

技場 

一般 大人 １回 ４

８０円 
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改正後 改正前 

園 学生（高

校生以

下） 

１回 ２

８０円 

  

専用 平日 １時間 ４，

８８０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ４，

８８０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

１時間 ５，８５０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ５，

８５０円 

第１ス

ポーツ

コート 

専用 平日 １時間 ６０

０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６０

０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

１時間 ７３０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ７３

０円 

第２ス

ポーツ

コート 

専用 平日 午前９時から

正午まで １時間 

２，４３０円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ２，

４３０円 

平日 正午から午後

６時まで １時間 

６，１００円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６，

１００円 

園 学生（高

校生以

下） 

１回 ２

４０円 

  

専用 平日 １時間 ４，

０７０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ４，

０７０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

１時間 ４，８８０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ４，

８８０円 

第１ス

ポーツ

コート 

専用 平日 １時間 ５０

０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ５０

０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

１時間 ６１０円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６１

０円 

第２ス

ポーツ

コート 

専用 平日 午前９時から

正午まで １時間 

２，０３０円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ２，

０３０円 

平日 正午から午後

６時まで １時間 

５，０９０円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ５，

０９０円 
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改正後 改正前 

平日 午後６時から

午後１０時まで １

時間 ７，３３０円

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ７，

３３０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

午前９時から午後１

０時まで １時間 

７，３３０円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ７，

３３０円 

一般 １人１時間 ６００

円（１時間未満は１

時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６０

０円 

会議室 専用 １時間 １，２１０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） １，

２１０円 

駐車場 一般 （略） 

芦屋公

園・南

緑地 

（略） 

 

平日 午後６時から

午後１０時まで １

時間 ６，１１０円

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６，

１１０円 

日曜日、土曜日及び

祝日法による休日 

午前９時から午後１

０時まで １時間 

６，１１０円（１時

間未満は１時間とす

る。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ６，

１１０円 

一般 １人１時間 ５００

円（１時間未満は１

時間とする。） 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） ５０

０円 

会議室 専用 １時間 １，０１０

円 

１時間増すごとに

（１時間未満は１時

間とする。） １，

０１０円 

駐車場 一般 （略） 

芦屋公

園・南

緑地 

（略） 

 

備考 （略） 備考 （略） 

４ 有料公園施設の附属設備を利用する場合 ４ 有料公園施設の附属設備を利用する場合 

施設の種類 設備の種類 金額 超過料金 

芦屋中央公 野球場照明 ３０分 ２，５５０ ３０分につき ２，

施設の種類 設備の種類 金額 超過料金 

芦屋中央公 野球場照明 ３０分 ２，１３０ ３０分につき ２，
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改正後 改正前 

園 円 

（３０分未満は３０

分とする。） 

５５０円 

（３０分未満は３０

分とする。） 

放送器具 １式 ６００円 

川西運動場 運動場照明 １時間 ６０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき ６０

円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

朝日ケ丘公

園・海浜公

園 

（略） （略） 

芦屋市総合

公園 

第１スポー

ツコート照

明 

１時間 ５４０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき ５４

０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

第２スポー

ツコート照

明 

１時間 １，０９０

円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき １，

０９０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

放送器具 １式 ６００円 

 

 

 

 

芦屋公園 庭球場照明 （略） （略） 
 

園 円 

（３０分未満は３０

分とする。） 

１３０円 

（３０分未満は３０

分とする。） 

放送器具 １式 ５００円 

川西運動場 運動場照明 １時間 ５０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき ５０

円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

朝日ケ丘公

園・海浜公

園 

（略） （略） 

芦屋市総合

公園 

第１スポー

ツコート照

明 

１時間 ４５０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき ４５

０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

第２スポー

ツコート照

明 

１時間 ９１０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

１時間につき ９１

０円 

（１時間未満は１時

間とする。） 

放送器具 １式 ５００円 

展示用ボー

ド 

１式 １日 １，０

１０円 

（１日未満は１日と

する。） 

  

芦屋公園 庭球場照明 （略） （略） 
 

５ 都市公園を占用する場合・６ 都市公園において行為をす

る場合 （略） 

５ 都市公園を占用する場合・６ 都市公園において行為をす

る場合 （略） 

 

（芦屋市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正） 
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第１７条 芦屋市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例（昭和６３年芦屋市条例第２９号）の一部を次のように改正す

る。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

別表第２（第５条関係） 別表第２（第５条関係） 

１ ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場の使用料 １ ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場の使用料 

自転車等

の種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

(１１回分) 地下１階 地下２階 地下１階 地下２階 

自転車 ２，４３０ １，７００ ６，７２０ ４，６４０１００ １，０００

原動機付

自転車 

３，６６０ ２，５５０ １０，０２

０

６，９６０２００ ２，０００

 

自転車等

の種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

(１１回分) 地下１階 地下２階 地下１階 地下２階 

自転車 ２，０３０ １，４２０ ５，６００ ３，８７０ １００１，０００

原動機付

自転車 

３，０５０ ２，１３０ ８，３５０ ５，８００ ２００２，０００

 

２ 阪神芦屋駅南自転車駐車場の使用料 ２ 阪神芦屋駅南自転車駐車場の使用料 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，４３０ ６，７２０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，６６０ １０，０２０ ２００ ２，０００

 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，０３０ ５，６００ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，０５０ ８，３５０ ２００ ２，０００

 

３ 阪神打出駅前自転車駐車場及び阪急芦屋川駅北自転車駐車

場の使用料 

３ 阪神打出駅前自転車駐車場及び阪急芦屋川駅北自転車駐車

場の使用料 
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改正後 改正前 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，８２０ ５，１２０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，０４０ ８，７９０ ２００ ２，０００

自動二輪車 ― ― ３００ ３，０００
 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，５２０ ４，２７０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

２，５４０ ７，３３０ ２００ ２，０００

自動二輪車 ― ― ３００ ３，０００
 

４ 阪神打出駅南自転車駐車場、阪急芦屋川駅南松ノ内自転車

駐車場及びＪＲ芦屋駅南自転車駐車場９の使用料 

４ 阪神打出駅南自転車駐車場、阪急芦屋川駅南松ノ内自転車

駐車場及びＪＲ芦屋駅南自転車駐車場９の使用料 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，８２０ ５，１２０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，０４０ ８，７９０ ２００ ２，０００

 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，５２０ ４，２７０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

２，５４０ ７，３３０ ２００ ２，０００

 

５ 阪神芦屋駅西自転車駐車場の使用料 ５ 阪神芦屋駅西自転車駐車場の使用料 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，４３０ ６，７２０ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，６６０ １０，０２０ ２００ ２，０００

自動二輪車 ― ― ３００ ３，０００
 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，０３０ ５，６００ １００ １，０００

原動機付自

転車 

３，０５０ ８，３５０ ２００ ２，０００

自動二輪車 ― ― ３００ ３，０００
 

６ 阪急芦屋川駅南月若自転車駐車場の使用料 ６ 阪急芦屋川駅南月若自転車駐車場の使用料 

自転車等の 使用料（円） 自転車等の 使用料（円） 

72-33



改正後 改正前 

種類 定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，４３０ ６，７２０ １００ １，０００
 

種類 定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 ２，０３０ ５，６００ １００ １，０００
 

７ ＪＲ芦屋駅北船戸自転車駐車場の使用料 ７ ＪＲ芦屋駅北船戸自転車駐車場の使用料 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，８２０ ５，１２０ ─ ─ 
 

自転車等の

種類 

使用料（円） 

定期使用 一時使用 

１月 ３月 １日 回数使用 

（１１回分） 

自転車 １，５２０ ４，２７０ ─ ─ 
 

８ ＪＲ芦屋駅北大原自転車駐車場の使用料・９ ＪＲ芦屋駅

南自転車駐車場１０の使用料 （略） 

８ ＪＲ芦屋駅北大原自転車駐車場の使用料・９ ＪＲ芦屋駅

南自転車駐車場１０の使用料 （略） 

  備考 （略） 備考 （略） 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和８年７月１日から施行する。 

 （芦屋市手数料条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後の芦屋市手数料条例別表５の規定は、令和８年７月１日以後の申請に係る手数料について適用

し、同日前の申請に係る手数料については、なお従前の例による。 

（芦屋市立打出教育文化センター条例の一部改正に伴う経過措置） 
３ この条例の施行の際、第２条の規定による改正前の芦屋市立打出教育文化センター条例の規定に基づいて使用許可を受け

ている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市立学校使用条例の一部改正に伴う経過措置） 

４ この条例の施行の際、第３条の規定による改正前の芦屋市立学校使用条例の規定に基づいて使用許可を受けている者に係

る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

（芦屋市立公民館設置条例の一部改正に伴う経過措置） 
５ この条例の施行の際、第４条の規定による改正前の芦屋市立公民館設置条例の規定に基づいて使用許可を受けている者に
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係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

６ この条例の施行の際、第５条の規定による改正前の芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例の規定

に基づいて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市谷崎潤一郎記念館条例の一部改正に伴う経過措置） 

７ この条例の施行の際、第６条の規定による改正前の芦屋市谷崎潤一郎記念館条例の規定に基づいて使用許可を受けている

者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 （芦屋市立美術博物館条例の一部改正に伴う経過措置） 
８ この条例の施行の際、第７条の規定による改正前の芦屋市立美術博物館条例の規定に基づいて使用許可を受けている者に

係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
 （芦屋市民会館条例の一部改正に伴う経過措置） 
９ この条例の施行の際、第８条の規定による改正前の芦屋市民会館条例の規定に基づいて使用許可を受けている者に係る使

用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市立地区集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１０ この条例の施行の際、第９条の規定による改正前の芦屋市立地区集会所の設置及び管理に関する条例の規定に基づいて使

用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
 （芦屋市立あしや市民活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 
１１ この条例の施行の際、第１０条の規定による改正前の芦屋市立あしや市民活動センターの設置及び管理に関する条例の規

定に基づいて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市立潮芦屋交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１２ この条例の施行の際、第１１条の規定による改正前の芦屋市立潮芦屋交流センターの設置及び管理に関する条例の規定

に基づいて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

（芦屋市男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１３ この条例の施行の際、第１２条の規定による改正前の芦屋市男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例の規定

に基づいて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

（芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 
１４ 第１３条の規定による改正後の芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例別表第２の

規定は、令和８年７月以後の月分の預かり保育料について適用し、同年６月分までの預かり保育料については、なお従前の

例による。 
（芦屋市福祉センターの管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 
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１５ この条例の施行の際、第１４条の規定による改正前の芦屋市福祉センターの管理に関する条例の規定に基づいて使用許

可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

（芦屋市立老人福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１６ この条例の施行の際、第１５条の規定による改正前の芦屋市立老人福祉会館の設置及び管理に関する条例の規定に基づ

いて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

（芦屋市都市公園条例の一部改正に伴う経過措置） 
１７ この条例の施行の際、第１６条の規定による改正前の芦屋市都市公園条例の規定に基づいて使用許可を受けている者に

係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
（芦屋市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１８ この条例の施行の際、第１７条の規定による改正前の芦屋市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の規定に基づい

て使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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参 照  

 

 

使用料・手数料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例要綱 

 

 

１ 改正の趣旨 

  行政サービスの利用者と非利用者の負担の公平性を確保する観点から、使用料・

手数料の適正化を図るため、この条例を制定しようとするもの。 

 

２ 改正の内容 

(1) 行政サービスの提供に係る費用に対し適正な負担を求めるため、次に掲げる手

数料及び使用料の額を引き上げる。 

ア 芦屋市手数料条例に規定する手数料関係（第１条関係） 

名 称 改正案（円） 現 行（円） 

道路幅員証明手数料 ４３０ ３６０ 

 

イ 打出教育文化センター使用料関係（第２条関係） 

室名・使用区分 改正案（円） 現 行（円） 

大会議室  

午前９時～正午 

（１時間につき） 
１，７４０ １，４５０ 

正午～午後６時 

（１時間につき） 
１，５２０ １，２７０ 

午後６時～午後９時 

（１時間につき） 
１，９４０ １，６２０ 

小会議室 

午前９時～正午 

（１時間につき） 
５６０ ４７０ 

正午～午後６時 

（１時間につき） 
５１０ ４３０ 

午後６時～午後９時 

（１時間につき） 
６６０ ５５０ 

和室 

午前９時～正午 

（１時間につき） 
８８０ ７４０ 

正午～午後６時 

（１時間につき） 
７５０ ６３０ 

午後６時～午後９時 

（１時間につき） 
９７０ ８１０ 
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調理スペ

ース 

午前９時～正午 ３，４５０ ２，８８０ 

正午～午後２時３０分 ２，８８０ ２，４００ 

午後２時３０分～午後５時 ２，８８０ ２，４００ 

 

ウ 学校使用料関係（第３条関係） 

  令和７年度中に小中学校における体育館の空調設備の設置が完了するため、

講堂の使用料の統一をあわせて行う。 

種 別 時間帯区分 改正案(円) 現 行(円) 

講堂 

午前８時～午後５時 ４，３２０ 

精道小 

宮川小 
３，６００ 

その他

の学校 
２，４００ 

午後５時～午後９時３０分 ５，７６０ 

精道小 

宮川小 
４，８００ 

その他

の学校 
３，６００ 

午前８時～午後９時３０分 １０，０８０ 

精道小 

宮川小 
８，４００ 

その他

の学校 
６，０００ 

遊戯室 

午前８時～午後５時 ２，１６０ １，８００ 

午後５時～午後９時３０分 ２，８８０ ２，４００ 

午前８時～午後９時３０分 ５，０４０ ４，２００ 

教室そ

の他の

室１教

室につ

き 

午前８時～午後５時 １，７２０ １，４４０ 

午後５時～午後９時３０分 ２，５９０ ２，１６０ 

午前８時～午後９時３０分 ４，３１０ ３，６００ 

校庭 

午前８時 

～午後５時 

午前 １，４４０ １，２００ 

午後 １，４４０ １，２００ 

午後５時～午後９時３０分 ２，１６０ １，８００ 

午前８時～午後９時３０分 ３，６００ ３，０００ 

 

エ 公民館使用料関係（第４条関係） 

(ｱ) 公民館施設使用料 

室 名 改正案（円） 現 行（円） 
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午前９時

～ 

正午 

午後１時～ 

午後５時 

午後６時～ 

午後９時 

３０分 

午前９時

～ 

正午 

午後１時～ 

午後５時 

午後６時～ 

午後９時 

３０分 

１１３室 1,560 2,010 2,230 1,420 1,830 2,030 

１１４室 3,240 3,800 4,130 2,950 3,460 3,760 

１１５室 780 890 1,110 710 810 1,010 

１１６ 

多目的室 
4,360 5,140 5,810 3,970 4,680 5,290 

２１１室 1,560 2,010 2,230 1,420 1,830 2,030 

２１２室 1,230 1,450 1,900 1,120 1,320 1,730 

２１３ 

幼児室 
1,900 2,120 2,570 1,730 1,930 2,340 

２１４ 

料理室 
4,580 5,360 6,160 4,170 4,880 5,600 

２１５ 

美術室 
3,460 4,020 4,580 3,150 3,660 4,170 

２１６ 

工芸室 
1,780 2,120 2,460 1,620 1,930 2,240 

２１７室 2,790 3,240 3,460 2,540 2,950 3,150 

２１８ 

講義室 
3,350 3,910 4,130 3,050 3,560 3,760 

２１９ 

音楽室 
9,620 11,410 12,990 8,750 10,380 11,810 

２１９音

楽室控室 
550 670 780 500 610 710 

２２０ 

和室 
1,780 2,120 2,460 1,620 1,930 2,240 

展示場 6,940 8,060 8,060 6,310 7,330 7,330 

 

   (ｲ) 附属設備等使用料 

種別 品名 単位 改正案（円） 現 行（円） 

映写装置 

液晶プロジェク

ター 
１台 ３，６６０ ３，０５０ 

ビデオテープレ

コーダー・ＤＶ

Ｄプレーヤー 

１台 ９７０ ８１０ 

音響装置 

マイクロホン １本 ９７０ ８１０ 

ワイヤレスマイ

クロホン 
１本 ９７０ ８１０ 
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テープレコーダ

ー 
１台 ９７０ ８１０ 

音楽関係 

ピアノ １台 ２，１９０ １，８３０ 

指揮台 １台 ７３０ ６１０ 

譜面台 １組 ７３０ ６１０ 

美術・工芸関係 

イーゼル １組 ９７０ ８１０ 

モデル台 １式 ９７０ ８１０ 

陶芸窯 １式 ２，１９０ １，８３０ 

スポットライト １台 ７３０ ６１０ 

その他 

ロッカー １区分 １，０９０ ９１０ 

スチール棚 １区分 １，４６０ １，２２０ 

パーソナルコン

ピュータ 
１台 ３６０ ３００ 

 

オ 体育館・青少年センター使用料関係（第５条関係） 

(ｱ) 専用使用 

種別 

改正案（円） 現 行（円） 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 

午 前 ９

時 ～ 午

前 １ １

時 ５ ０

分 

正午～ 

午 後 ２

時 ５ ０

分 

午 後 ３

時 ～ 午

後 ５ 時

５０分 

午 後 ６

時 ～ 午

後 ８ 時

５０分 

午 前 ９

時 ～ 午

前 １ １

時 ５ ０

分 

正午～ 

午 後 ２

時 ５ ０

分 

午 後 ３

時 ～ 午

後 ５ 時

５０分 

午 後 ６

時 ～ 午

後 ８ 時

５０分 

競技場 14,680 14,680 14,680 29,370 12,240 12,240 12,240 24,480 

剣道場 2,440 2,440 2,440 6,040 2,040 2,040 2,040 5,040 

柔道場 2,440 2,440 2,440 6,040 2,040 2,040 2,040 5,040 

弓道

場 

弓

道

使

用 

2,440 2,440 2,440 6,040 2,040 2,040 2,040 5,040 

そ

の

他

使

用 

3,740 3,740 3,740 8,780 3,120 3,120 3,120 7,320 

控え室 2,010 2,010 2,010 3,160 1,680 1,680 1,680 2,640 
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多目的室

(1) 
860 860 860 1,580 720 720 720 1,320 

多目的室

(2) 
1,720 1,720 1,720 2,590 1,440 1,440 1,440 2,160 

多目的室

(3) 
2,880 2,880 2,880 4,890 2,400 2,400 2,400 4,080 

大会議室 2,880 2,880 2,880 4,890 2,400 2,400 2,400 4,080 

第１会議

室 
1,000 1,000 1,000 1,870 840 840 840 1,560 

第２会議

室 
860 860 860 1,580 720 720 720 1,320 

第１研修

室 
1,870 1,870 1,870 2,880 1,560 1,560 1,560 2,400 

第２研修

室 
1,870 1,870 1,870 2,880 1,560 1,560 1,560 2,400 

音楽室 2,590 2,590 2,590 3,600 2,160 2,160 2,160 3,000 

多目的 

研修室 
1,150 1,150 1,150 2,160 960 960 960 1,800 

 

(ｲ) 一般使用 

室名・区分 改正案（円） 現 行（円） 

トレーニング室 
１回 ４３０ ３６０ 

回数券（１１枚綴り） ４，３２０ ３，６００ 

 

(ｳ) 附属設備等使用料金 

品 名 単位 改正案（円） 現 行（円） 

アリーナ放送設備  １式 １，２１０ １，０１０ 

アリーナ空調設備 １式 ８５０ ７１０ 

調理台 １台 ６００ ５００ 

物品ロッカー（大） １台 ２，４３０ ２，０３０ 

物品ロッカー（小） １台 １，２１０ １，０１０ 

 

カ 谷崎潤一郎記念館関係（第６条関係） 

室名・区分 改正案（円） 現 行（円） 

講義室 午前９時～正午 １，７００ １，４２０ 
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午後１時～午後５時 ２，１９０ １，８３０ 

 

キ 美術博物館関係（第７条関係） 

室名・区分 改正案（円） 現 行（円） 

講義室 

午前１０時～正午 ３，４２０ ２，８５０ 

午後１時～午後４時３０分 ５，２４０ ４，３７０ 

午前１０時～午後４時３０分 ８，６６０ ７，２３０ 

体験学習室 

午前１０時～正午 ５，０００ ４，１７０ 

午後１時～午後４時３０分 ８，１８０ ６，８２０ 

午前１０時～午後４時３０分 １３，１８０ １１，０００ 

 

ク 市民会館関係（第８条関係） 

 (ｱ) 市民会館施設使用料 

室 名 

改正案（円） 現 行（円） 

午前９時

～正午 

午後１時

～ 

午後５時 

午後６時

～午後９

時３０分 

午前９時

～正午 

午後１時

～ 

午後５時 

午後６時

～午後９

時３０分 

大 

ホー

ル 

平日 43,990 55,720 66,000 36,660 46,440 55,000 

土日

休 
49,860 61,590 70,390 41,550 51,330 58,660 

小 

ホー

ル 

平日 10,990 12,450 13,930 9,160 10,380 11,610 

土日

休 
11,720 13,930 16,120 9,770 11,610 13,440 

大楽屋 2,800 3,420 3,660 2,340 2,850 3,050 

中楽屋 2,190 2,430 2,680 1,830 2,030 2,240 

下手楽屋 1,340 1,580 1,700 1,120 1,320 1,420 

小楽屋 1,210 1,340 1,460 1,010 1,120 1,220 

上手楽屋 1,340 1,580 1,700 1,120 1,320 1,420 

１０１室 1,700 2,190 2,430 1,420 1,830 2,030 

１０２室 1,460 1,580 1,820 1,220 1,320 1,520 

２０１室 1,700 2,190 2,430 1,420 1,830 2,030 

２０２室 1,700 2,190 2,430 1,420 1,830 2,030 
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２０３室 4,390 5,120 5,610 3,660 4,270 4,680 

２０４室 1,580 1,700 2,070 1,320 1,420 1,730 

２０５室 1,580 1,700 2,070 1,320 1,420 1,730 

２０６室 1,210 1,340 1,460 1,010 1,120 1,220 

２０７室 850 970 1,210 710 810 1,010 

２０８室 970 1,090 1,210 810 910 1,010 

３０１室 6,720 7,940 8,790 5,600 6,620 7,330 

３０２室 1,580 1,700 2,070 1,320 1,420 1,730 

３０３Ａ室 1,580 1,700 2,070 1,320 1,420 1,730 

３０３Ｂ室 1,580 1,700 2,070 1,320 1,420 1,730 

３０４室 1,210 1,340 1,460 1,010 1,120 1,220 

４０１室 8,540 10,020 11,480 7,120 8,350 9,570 

４０３室 1,700 2,190 2,430 1,420 1,830 2,030 

多目的ホー

ル 
7,570 8,790 8,790 6,310 7,330 7,330 

 

  (ｲ) 附属設備等使用料 

場所 種別 品名 単位 改正案（円） 現 行（円） 

大ホ

ー

ル 

舞台装置 

せりピット １式 ５，１２０ ４，２７０ 

反響板 １式 ７，３３０ ６，１１０ 

所作台 １式 ９，５２０ ７，９４０ 

平台 １式 ５，１２０ ４，２７０ 

屏風 １双 ３，６６０ ３，０５０ 

ひ毛せん １式 ２，９２０ ２，４４０ 

指揮台 １台 ９７０ ８１０ 

演台 １台 ７３０ ６１０ 

楽器 

スタインウェイＤ

型ピアノ 
１台 １９，０５０ １５，８８０ 

ヤマハＣＦピアノ １台 ９，５２０ ７，９４０ 

音響装置 

音響装置 １式 ２，１９０ １，８３０ 

エレベーターマイ

クロホン 
１本 ２，１９０ １，８３０ 
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マイクロホン １本 ２，１９０ １，８３０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 
１本 ２，９２０ ２，４４０ 

カセットテープレ

コーダー 
１台 ２，１９０ １，８３０ 

ＣＤデッキ １台 ２，１９０ １，８３０ 

ステージスピーカ

ー 
１式 ２，１９０ １，８３０ 

モニタースピーカ

ー 
１台 ９７０ ８１０ 

照明装置 

シーリングライト １式 ２，１９０ １，８３０ 

ボーダーライト １列 ２，１９０ １，８３０ 

サスペンションラ

イト 
１列 ２，１９０ １，８３０ 

ホリゾントライト １列 ２，１９０ １，８３０ 

サイドフロントラ

イト 
１式 ２，１９０ １，８３０ 

トーメンタルライ

ト 
１式 ２，１９０ １，８３０ 

バックギャラリー

ライト 
１式 ３，６６０ ３，０５０ 

センターピンスポ

ットライト 
１台 ２，１９０ １，８３０ 

ハロゲンピンスポ

ットライト 
１台 ２，１９０ １，８３０ 

エフェクトマシン １台 ２，１９０ １，８３０ 

スポットライト１

KW 以下 
１台 ９７０ ８１０ 

スポットライト

１．５KW 以下 
１台 １，２１０ １，０１０ 

ソースフォー １台 １，２１０ １，０１０ 

ミラーボール １台 ２，１９０ １，８３０ 

スモークマシン １台 ５，１２０ ４，２７０ 

映写装置 

３５m／m 映写

機 
１式 １１，７２０ ９，７７０ 

１６m／m 映写

機 
１式 ７，３３０ ６，１１０ 

液晶プロジェクタ

ー 
１式 ３，６６０ ３，０５０ 
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ＤＶＤ・ブルーレ

イディスクプレー

ヤー 

１台 ９７０ ８１０ 

その他 浴室 １室 ２，１９０ １，８３０ 

小ホ

ー

ル 

舞台装置 
平台 １式 ２，９２０ ２，４４０ 

演台 １台 ７３０ ６１０ 

楽器 ヤマハＧ３ピアノ １台 ５，８５０ ４，８８０ 

照明装置 
スポットライト １式 ２，１９０ １，８３０ 

増設ライト １台 ９７０ ８１０ 

映写装置 
液晶プロジェクタ

ー 
１台 ３，６６０ ３，０５０ 

音響装置 

マイクロホン １本 １，４６０ １，２２０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 
１本 １，４６０ １，２２０ 

テープレコーダー １台 １，４６０ １，２２０ 

音響装置 １式 ２，１９０ １，８３０ 

本館 

茶道具 

茶用道具 １式 ２，１９０ １，８３０ 

御園棚 １式 ３，６６０ ３，０５０ 

毛せん １式 ９７０ ８１０ 

映写装置 

液晶プロジェクタ

ー 
１式 ３，６６０ ３，０５０ 

ビデオテープレコ

ーダー・ＤＶＤプ

レーヤー 

１台 ９７０ ８１０ 

音響装置 

マイクロホン １本 ９７０ ８１０ 

ワイヤレスマイク

ロホン 
１本 ９７０ ８１０ 

テープレコーダー １台 ９７０ ８１０ 

その他 

金屏風 １双 ２，９２０ ２，４４０ 

展示パネル １式 ２，９２０ ２，４４０ 

所作台 １式 ５，８５０ ４，８８０ 

パーソナルコンピ

ュータ 
１台 ３６０ ３００ 
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ケ 地区集会所関係（第９条関係） 

集会所 

室名 

改正案 (円) 現 行 (円) 

午前 9

時～正

午 

午後 1

時～午

後 5時 

午後 6

時～午

後 9時

30 分 

午後 11

時～翌

日午前

8時 

午前 9

時～正

午 

午後 1

時～午

後 5時 

午後 6

時～午

後 9時

30 分 

午後 11

時～翌

日午前

8時 

打出 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 1,340 1,670 2,010 4,020 1,220 1,520 1,830 3,660

D 890 1,110 1,230 ― 810 1,010 1,120 ―

翠ケ

丘 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 1,230 1,340 1,560 3,130 1,120 1,220 1,420 2,850

C 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

D 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

竹園 

 

洋室 

A 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 1,340 1,670 2,010 4,020 1,220 1,520 1,830 3,660

D 1,560 1,900 2,230 4,470 1,420 1,730 2,030 4,070

前田 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

D 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

朝日 

ケ丘 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 780 890 1,110 2,230 710 810 1,010 2,030

D 670 780 890 1,780 610 710 810 1,620

同 

和室 

A 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

春日 

 

洋室 

A 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

B 2,460 2,790 3,240 ― 2,240 2,540 2,950 ―

C 670 780 890 ― 610 710 810 ―
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D 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

E 1,340 1,670 2,010 4,020 1,220 1,520 1,830 3,660

潮見 

 

洋室 

A 890 1,110 1,230 ― 810 1,010 1,120 ―

B 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

C 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

D 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

E 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

F 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

浜風 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

D 670 780 890 ― 610 710 810 ―

E 670 780 890 ― 610 710 810 ―

奥池 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 6,270 2,030 2,440 2,850 5,700

B 780 890 1,110 2,230 710 810 1,010 2,030

西蔵 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 890 1,110 1,230 ― 810 1,010 1,120 ―

C 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

D 670 780 890 ― 610 710 810 ―

大原 

 

洋室 

A 890 1,110 1,230 ― 810 1,010 1,120 ―

B 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

C 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

D 670 780 890 ― 610 710 810 ―

E 1,900 2,120 2,460 4,920 1,730 1,930 2,240 4,480

茶屋 

 

洋室 

A 2,230 2,680 3,130 ― 2,030 2,440 2,850 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

C 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

D 890 1,110 1,230 2,460 810 1,010 1,120 2,240

三条 

 

A 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―

B 780 890 1,110 ― 710 810 1,010 ―
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洋室 C 1,560 1,900 2,230 4,470 1,420 1,730 2,030 4,070

D 1,560 1,900 2,230 ― 1,420 1,730 2,030 ―

 

コ あしや市民活動センター関係（第１０条関係） 

室 名 

改正案(円) 現 行(円) 

午前 9時

30 分～ 

正午 

午後 1時

～午後 3

時 

午後 3時

～午後 5

時 

午前 9時

30 分～ 

正午 

午後 1時

～午後 3

時 

午後 3時

～午後 5

時 

会議室Ａ 720 570 570 600 480 480

会議室Ｂ 720 570 570 600 480 480

会議室Ｃ 1,870 1,580 1,580 1,560 1,320 1,320

会議室Ｄ 1,720 1,440 1,440 1,440 1,200 1,200

オープンスペース

２ 
1,290 1,150 1,150 1,080 960 960

 

サ 潮芦屋交流センター関係（第１１条関係） 

(ｱ)   国際交流センター使用料 

室 名 

改正案 (円) 現 行 (円) 

午前 9

時～正

午 

午後 1

時～午

後 3時 

午後 3

時～午

後 5時 

午後 6時

～午後 9

時 30 分 

午前 9

時～正

午 

午後 1

時～午

後 3時 

午後 3

時～午

後 5時 

午後 6時

～午後 9

時 30 分 

201 室 2,680 1,560 1,560 3,460 2,440 1,420 1,420 3,150

202 室 2,680 1,560 1,560 3,460 2,440 1,420 1,420 3,150

203 室 2,680 1,560 1,560 3,460 2,440 1,420 1,420 3,150

204 室 2,460 1,450 1,450 3,240 2,240 1,320 1,320 2,950

205 室 1,450 890 890 1,900 1,320 810 810 1,730

206 調

理室・

試食室 

4,580 2,680 2,680 6,600 4,170 2,440 2,440 6,000

 

(ｲ)   潮芦屋集会所使用料 

室名   

改正案(円) 現 行(円) 

午前 9時

～ 

午後 1時

～ 

午後 6時～

午後 9時

午前 9時

～ 

午後 1時

～ 

午後 6時～

午後 9時 
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正午 午後 5時 30 分 正午 午後 5時 30 分 

101 室 １，９００２，１２０ ２，４６０ １，７３０１，９３０ ２，２４０ 

102 室 １，３４０１，６７０ ２，０１０ １，２２０１，５２０ １，８３０ 

103 室 ７８０ ８９０ １，１１０ ７１０ ８１０ １，０１０ 

104 和室 １，１１０１，２３０ １，３４０ １，０１０１，１２０ １，２２０ 

 

(ｳ)  屋外交流広場使用料 

区分 改正案(円) 現 行(円) 

屋外交流広場（テニスコートＡ～Ｃ、各時間帯

区分・２時間） 
１，７２０ １，４４０ 

 

(ｴ)  附属設備等使用料  

品名・単位 改正案(円) 現 行(円) 

液晶プロジェクター １式 ２，４３０ ２，０３０ 

ブルーレイディスクプレーヤー １台 １，２１０ １，０１０ 

多目的室音響装置 １式 ２，１９０ １，８３０ 

２０４室・２０５室音響装置 １式 １，２１０ １，０１０ 

多目的室ワイヤレスマイクロホン １本 ９７０ ８１０ 

ＣＤデッキ １台 ９７０ ８１０ 

屋外交流広場照明設備（１時間につき） ３００ ２５０ 

 

シ 男女共同参画センター関係（第１２条関係） 

室名 区分 改正案（円） 現 行（円） 

小会議室 

午前９時３０分～正午 ６００ ５００ 

午後１時～午後３時 ４８０ ４００ 

午後３時～午後５時 ４８０ ４００ 

大会議室１ 

午前９時３０分～正午 １，９４０ １，６２０ 

午後１時～午後３時 １，５８０ １，３２０ 

午後３時～午後５時 １，５８０ １，３２０ 

大会議室２ 午前９時３０分～正午 １，５８０ １，３２０ 
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午後１時～午後３時 １，３４０ １，１２０ 

午後３時～午後５時 １，３４０ １，１２０ 

 

ス 市立幼稚園預かり保育料関係（第１３条関係） 

名 称 改正案（円） 現 行（円） 

市立幼稚園の預かり保育料 

（春季、夏季及び冬季の休業日） 
１，０８０ ９００ 

市立幼稚園の預かり保育料 

（上記以外の日） 
５００ ４５０ 

 

セ 福祉センター関係（第１４条関係） 

室名 区分 改正案（円） 現行（円） 

多目的ホール 

午前９時～正午 ７，３３０ ７，１２０ 

午後１時～午後５時 ９，８６０ ９，５７０ 

午後６時～ 

午後９時３０分 
８，６００ ８，３５０ 

運動室 

午前９時～正午 ５，１５０ ４，６８０ 

午後１時～午後５時 ６，８３０ ６，２１０ 

午後６時～ 

午後９時３０分 
５，９３０ ５，３９０ 

 

ソ 老人福祉会館関係（第１５条関係） 

 (ｱ) 老人福祉会館施設使用料 

室 名 改正案（円） 現行（円） 

１１１大広間 １４，４１０ １２，０１０

１１２和室 ２，６８０ ２，２４０

舞台 １，９４０ １，６２０

 

   (ｲ) 附属設備等使用料 

種 別 品 名 改正案（円） 現 行（円） 

照明器具 スポットライト ９７０ ８１０

音響装置 マイクロホン ９７０ ８１０
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ワイヤレスマイクロホン ９７０ ８１０

テープレコーダー ９７０ ８１０

その他 金屏風 ２，９２０ ２，４４０

 

タ 都市公園関係（第１６条関係） 

(ｱ)  有料公園施設の利用 

施設・区分 改正案（円） 現 行（円） 

川西運動場 運動場 専用 １時間 ８６０ ７２０ 

朝日ケ丘公

園 

水泳プール 

一般 

大人１回券 ５７０ ４８０ 

子供１回券 ２８０ ２４０ 

水泳プール 

専用 

２時間 ８６，４００ ７２，０００ 

追加1時間ごと ４３，２００ ３６，０００ 

海浜公園 

水泳プール 

一般 

大人１回券 ４８０ ４００ 

子供１回券 ２４０ ２００ 

水泳プール 

専用 

２時間 ７３，３３０ ６１，１１０ 

追加１時間ごと ３６，６６０ ３０，５５０ 

温水プール 

大人１回券 ９７０ ８１０ 

子供１回券 ４８０ ４００ 

大人回数券 ９，７６０ ８，１４０ 

子供回数券 ４，８８０ ４，０７０ 

大人１月使用券 ７，８１０ ６，５１０ 

子供１月使用券 ３，９００ ３，２５０ 

東浜公園 

西浜公園 
庭球場 １時間 ７３０ ６１０ 

芦屋中央公

園 

野球場、芝生

広場 専用 
１時間 ２，１９０ １，８３０ 

芦屋市総合

公園 

陸上競技場 

一般 

大人１回券 ５７０ ４８０ 

学生１回券 ２８０ ２４０ 

陸上競技場 

専用 

平日１時間 ４，８８０  ４，０７０ 

土日休日１時間 ５，８５０ ４，８８０ 

第１スポーツ 平日１時間 ６００ ５００ 
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コート専用 土日休日１時間 ７３０ ６１０ 

第２スポーツ

コート専用 

平日午前９時か

ら正午までの１

時間 

２，４３０ ２，０３０ 

平日正午から午

後６時までの１

時間 

６，１００ ５，０９０ 

平日午後６時か

ら午後１０時ま

での１時間 

７，３３０ ６，１１０ 

土日休日午前９

時から午後１０

時までの１時間 

７，３３０ ６，１１０ 

第２スポーツ

コート一般 
1人 1時間 ６００ ５００ 

会議室専用 1時間 １，２１０ １，０１０ 

 

(ｲ)  附属設備の利用 

施設・設備 改正案（円） 現 行（円） 

芦屋中央公

園 

野球場照明 ３０分 ２，５５０ ２，１３０ 

放送器具  一式  ６００ ５００ 

川西運動場 運動場照明 １時間  ６０ ５０ 

芦屋市総合

公園 

第１スポーツコート照明 １

時間 
５４０ ４５０ 

第２スポーツコート照明 １

時間 
１，０９０ ９１０ 

放送器具 ６００ ５００ 

 

チ 自転車駐車場関係（第１７条関係） 

駐車場・種類 

改正案(円) 現 行(円) 

定期使用 定期使用 

１月 ３月 １月 ３月 

ＪＲ芦屋

駅北自転

車駐車場 

自転車 

地下 

１階 
2,430 6,720 2,030 5,600 

地下 

２階 
1,700 4,640 1,420 3,870 

原動機付 地下 3,660 10,020 3,050 8,350 
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自転車 １階 

地下 

２階 
2,550 6,960 2,130 5,800 

阪神芦屋駅南自転車

駐車場、阪神芦屋駅

西自転車駐車場、阪

急芦屋川駅南月若自

転車駐車場（自転車

のみ） 

自転

車 
2,430 6,720 2,030 5,600 

原動

機付

自転

車 

3,660 10,020 3,050 8,350 

阪神打出駅前自転車

駐車場、阪神打出駅

南自転車駐車場、阪

急芦屋川駅北自転車

駐車場、阪急芦屋川

駅南松ノ内自転車駐

車場、ＪＲ芦屋駅南

自転車駐車場９、Ｊ

Ｒ芦屋駅北船戸自転

車駐車場（自転車の

み） 

自転

車 
1,820 5,120 1,520 4,270 

原動

機付

自転

車 

3,040 8,790 2,540 7,330 

 

(2) 行政サービスの提供に係る費用に対し適正な負担を求めるため、次に掲げる使

用料の額を引き下げる。（第１４条関係） 

施設・室名 区分 改正案（円） 現 行（円） 

福祉センター 

会議室１ 

午前９時～正午 ３，２６０ ３，３６０ 

午後１時～午後５時 ４，３５０ ４，４８０ 

午後６時～ 

午後９時３０分 
３，８５０ ３，９７０ 

福祉センター 

会議室２ 

午前９時～正午 ２，２７０ ２，３４０ 

午後１時～午後５時 ２，９６０ ３，０５０ 

午後６時～ 

午後９時３０分 
２，５６０ ２，６４０ 

 

 (3) その他所要の規定の整備 

 

３ 施行期日等 

(1) 令和８年７月１日 

(2)  経過措置 
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ア ２(1)アによる改正後の規定は、令和８年７月１日以降の申請に係る手数料

について適用し、同日前の申請に係る手数料については、なお従前の例によ

る。 

イ ２(1)スによる改正後の規定は、令和８年７月以後の月分の預かり保育料に

ついて適用し、同年６月分までの預かり保育料については、なお従前の例によ

る。 

ウ その他の施設等使用料について、この条例の施行の際、改正前のそれぞれの

規定に基づいて使用許可を受けている者に係る使用料の額は、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 

72-54



使用料 手数料 合計

47 1 48

47 1 48

 ① 端数調整により見直しが生じなかったもの 0 8 8

 ② 周辺自治体との均衡を図っているもの 1 29 30

 ③ その他の理由に基づくもの 20 6 26

小　計 21 43 64

 ④ 国や県の法令等又は周辺自治体との協定等により料金の
　　基準が定められているもの

6 16 22

 ⑤ 本方針に基づき見直すことが適当でないと認められるもの 5 2 7

小　計 11 18 29

79 62 141

据
え
置
く
も
の

合　計

対
象
範
囲
外
の
も
の

小　計

見 直 し を 予 定 し て い る も の
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 財政影響額（年額） 

 右記以外の使用料及び手数料 

（市が歳入するもの） 

利用料金制の指定管理施設に係る使用料 

（市が歳入しないもの） 
合計 

使用料 

引上げ 

打出教育文化センター、公民館、 
ルナ・ホール、市民会館、 
男女共同参画センター、福祉セ
ンター（多目的ホール・運動室）、
目的外使用料（老人福祉会館、小
学校、中学校、幼稚園）、市立幼
稚園預かり保育利用料 

9,225 千円 

総合公園、美術博物館、谷崎潤一郎
記念館、体育館・青少年センター、
自転車駐車場、潮芦屋交流センタ
ー、西浜・東浜テニスコート、朝日
ケ丘公園プール、海浜公園プール、
中央公園野球場、川西運動場、地区
集会所、市民活動センター 

42,149 千円 51,374 千円 

引下げ 福祉センター（会議室） ▲18 千円  ▲18 千円 

手数料 

引上げ 道路幅員証明手数料 1 千円  1 千円 

引下げ    

合計  9,208 千円  42,149 千円 51,357 千円 
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※本表は各施設の料金区分のうち、代表的な部屋及び時間帯等について表示しています。
※料金区分の単位当たり使用料原価を算出する過程において、端数調整を行っています。　

条例 名称

人件費
（千円）

光熱水費
（千円）

修繕費
（千円）

物件費
（千円）

指　定
管理料

（千円）

減　価
償却費

（千円）

土地調達
コスト

（千円）

その他
（千円）

【控除】
控除収入
（千円）

運営費
（千円）

【控除】
指　定
管理料

（千円）

【控除】
その他
収　入

（千円）

使用料
原価
(円)

算式（※）
施設
区分

受益者
負担割
合率

A B C D E F G H I J K L M N M×N

1 第2条
芦屋市立打出教育文
化センター条例

打出教育文化セン
ター使用料

2,639 3,003 91 3,134 0 5,139 ー 523 0 0 0 0 14,529 22.2%

小会議室
（午前９時～

正午
（１時間につき））

4,390

年間原価総額14,529千円
÷貸付対象総面積262.16
㎡÷（年間稼働時間
2,844ｈ×想定稼働率
22.2％)×料金区分対象
面積50㎡×利用時間1時
間

E 0.5 2,195 470 560 1.2倍
打出教育文化

センター

2 第3条
芦屋市立学校使
用条例

学校使用料
講堂(現行の講堂Ａ)
【エアコン設置済】

4,073 2,390 128 744 0 4,375 ー 0 0 0 0 0 11,710 100.0%
講堂Ａ

（午前８時～
午後５時）

23,986

年間原価総額11,710千円
÷貸付対象総面積919㎡
÷（年間稼働時間4,455
ｈ×想定稼働率100.0％)
×料金区分対象面積919
㎡×利用時間9時間

C 0.5 11,993 3,600 4,320 1.2倍 管理課

3 第3条
芦屋市立学校使
用条例

学校使用料
 ー(現行の講堂B)
【エアコン未設置】

2,092 1,666 268 459 0 4,861 ー 0 0 0 0 0 9,346 100.0%
講堂Ｂ

（午前８時～
午後５時）

18,954

年間原価総額9,346千円
÷貸付対象総面積1,170
㎡÷（年間稼働時間
4,455ｈ×想定稼働率
100.0％)×料金区分対象
面積1,170㎡×利用時間9
時間

C 0.5 9,477 2,400 ー ー 管理課

4 第3条
芦屋市立学校使
用条例

幼稚園使用料
【遊戯室】

2,242 1,039 399 213 0 1,518 ー 0 0 0 0 0 5,411 100.0%
遊戯室

（午前８時～
午後５時）

11,939

年間原価総額5,411千円
÷貸付対象総面積198㎡
÷（年間稼働時間4,050
ｈ×想定稼働率100.0％)
×料金区分対象面積198
㎡×利用時間9時間

C 0.5 5,970 1,800 2,160 1.2倍 管理課

5 第3条
芦屋市立学校使
用条例

学校使用料
【教室】

4,248 6,300 336 5,086 0 11,535 ー 0 0 0 0 0 27,505 100.0%
教室

（午前８時～
午後５時）

10,980

年間原価総額27,505千円
÷貸付対象総面積2,423
㎡÷（年間稼働時間
4,455ｈ×想定稼働率
100.0％)×料金区分対象
面積488㎡×利用時間9
時間

C 0.5 5,490 1,440 1,720 1.2倍 管理課

6 第3条
芦屋市立学校使
用条例

学校使用料
【校庭】

4,063 0 0 2,425 0 0 ー 0 0 0 0 0 6,488 100.0%
校庭

（午前８時～
午後５時）

16,380

年間原価総額6,488千円
÷貸付対象総面積9,100
㎡÷（年間稼働時間
4,455ｈ×想定稼働率
100.0％)×料金区分対象
面積9,100㎡×利用時間9
時間

C 0.5 8,190 2,400 2,880 1.2倍 管理課

7 第4条
芦屋市立公民館
設置条例

公民館使用料 7,478 8,291 2,168 31,466 0 9,815 ー 0 5,722 0 0 0 53,496 27.4%
１１３室

(午後１時～
午後５時)

6,874

年間原価総額53,496千円
÷貸付対象総面積956.9
㎡÷（年間稼働時間
3,800ｈ×想定稼働率
27.4％)×料金区分対象
面積32㎡×利用時間4時
間

E 0.5 3,437 1,830 2,010
1.1倍

(附属設備等は
1.2倍)

公民館

8 第5条
芦屋市立体育館・青少
年センターの設置及び
管理に関する条例

体育館・青少年セ
ンター使用料

9,548 0 0 0 37,760 10,971 ー 0 0 84,386 37,760 30,357 74,548 77.5% 競技場 30,576

年間原価総額74,548千円
÷貸付対象総面積
2,591.9㎡÷（年間稼働
時間4,056ｈ×想定稼働
率77.5％)×料金区分対
象面積1,120㎡×利用時
間3時間

C 0.5 15,288 12,240 14,680 1.2倍 スポーツ推進課

9 第5条
芦屋市立体育館・青少
年センターの設置及び
管理に関する条例

体育館・青少年セ
ンター使用料

748 0 0 0 2,958 23,263 4,104 0 0 10,466 2,958 0 38,581 トレーニング室 1,418
年間原価総額38,581千円
÷年間利用者数27,212人

I 1.0 1,418 360 430 1.2倍 スポーツ推進課

10 第6条
芦屋市谷崎潤一郎
記念館条例

谷崎潤一郎
記念館使用料

5,558 0 99 20 19,680 6,618 ー 0 87 27,026 19,680 5,470 33,764 63.2%

谷崎潤一郎
記念館
講義室

（午前９時～
正午）

6,279

年間原価総額33,764千円
÷貸付対象総面積591㎡
÷（年間稼働時間1,512
ｈ×想定稼働率63.2％)
×料金区分対象面積35㎡
×利用時間3時間

E 0.5 3,140 1,420 1,700 1.2倍 国際文化推進課

所管課

整備
条例
の条

市 指定管理者
年間

原価総額
（千円）

(A～H)-I+
J-(K～L)

想定稼働率 料金
区分

施設の性質別
負担割合

使用料
となるべき
金額（端数
調整前）

(円)

現行
料金

（円）

見直
し後
料金
(円) 改定率
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※本表は各施設の料金区分のうち、代表的な部屋及び時間帯等について表示しています。
※料金区分の単位当たり使用料原価を算出する過程において、端数調整を行っています。　

条例 名称

人件費
（千円）

光熱水費
（千円）

修繕費
（千円）

物件費
（千円）

指　定
管理料

（千円）

減　価
償却費

（千円）

土地調達
コスト

（千円）

その他
（千円）

【控除】
控除収入
（千円）

運営費
（千円）

【控除】
指　定
管理料

（千円）

【控除】
その他
収　入

（千円）

使用料
原価
(円)

算式（※）
施設
区分

受益者
負担割
合率

A B C D E F G H I J K L M N M×N

11 第7条
芦屋市立美術博
物館条例

美術博物館
使用料

5,558 0 884 208 78,720 37,165 ー 0 320 84,933 78,720 4,397 124,031 17.2%

美術博物館
講義室

（午前１０時～
正午）

40,919

年間原価総額124,031千
円÷貸付対象総面積
3,402㎡÷（年間稼働時
間1,316ｈ×想定稼働率
17.2％)×料金区分対象
面積127㎡×利用時間2
時間

E 0.5 20,460 2,850 3,420 1.2倍 国際文化推進課

12 第8条
芦屋市民会館条
例

ルナ・ホール
使用料

8,140 13,265 6,650 53,767 0 11,642 ー 0 8,382 0 0 0 85,082 31.4%

大ホール
（土日休）
(午後１時～
午後５時)

200,680

年間原価総額85,082千円
÷貸付対象総面積1,079
㎡÷（年間稼働時間
3,800ｈ×想定稼働率
31.4％)×料金区分対象
面積759㎡×利用時間4
時間

C 0.5 100,340 51,330 61,590 1.2倍 市民センター

13 第8条
芦屋市民会館条
例

市民会館
使用料

4,602 9,949 2,601 50,353 0 11,307 ー 97 2,238 0 0 0 76,671 50.6%
３０１室

(午後１時～
午後５時)

20,412

年間原価総額76,671千円
÷貸付対象総面積
1,055.9㎡÷（年間稼働
時間3,800ｈ×想定稼働
率50.6％)×料金区分対
象面積135㎡×利用時間
4時間

E 0.5 10,206 6,620 7,940 1.2倍 市民センター

14 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

4,086 0 1,708 0 47,158 19,487 ー 0 0 69,215 47,158 8 94,488 37.8%

全体
集会所

（洋室）
（午前９時～

正午）

2,553

年間原価総額94,488千円
÷貸付対象総面積
1,748.44㎡÷（年間稼働
時間3,862.5ｈ×想定稼
働率37.8％)×料金区分
対象面積23㎡×利用時間
3時間

E 0.5 1,277 810 890 1.1倍
市民参画・
協働推進課

15 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 3,410 762 ー 0 0 5,016 3,410 1 6,089 32.7%

打出集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

2,082

年間原価総額6,089千円
÷貸付対象総面積139㎡
÷（年間稼働時間
3,862.5ｈ×想定稼働率
32.7％)×料金区分対象
面積20㎡×利用時間3時
間

E 0.5 1,041 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

16 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 3,495 306 ー 0 0 4,840 3,495 1 5,457 33.4%

翠ケ丘集会所
洋室(C)

（午前９時～
正午）

1,750

年間原価総額5,457千円
÷貸付対象総面積131㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率33.4％)
×料金区分対象面積18㎡
×利用時間3時間

E 0.5 875 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

17 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 447 0 3,012 1,705 ー 0 0 4,695 3,012 0 7,159 35.1%

竹園集会所
洋室(A)

（午前９時～
正午）

2,662

年間原価総額7,159千円
÷貸付対象総面積113㎡
÷（年間稼働時間
3,862.5ｈ×想定稼働率
35.1％)×料金区分対象
面積19㎡×利用時間3時
間

E 0.5 1,331 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

18 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 2,997 1,857 ー 0 0 5,907 2,997 0 8,076 39.9%

前田集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

2,343

年間原価総額8,076千円
÷貸付対象総面積128㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率39.9％)
×料金区分対象面積19㎡
×利用時間3時間

E 0.5 1,172 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

19 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 3,764 522 ー 0 0 4,729 3,764 1 5,562 19.9%

朝日ケ丘集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

3,314

年間原価総額5,562千円
÷貸付対象総面積137.44
㎡÷（年間稼働時間
3,862.5ｈ×想定稼働率
19.9％)×料金区分対象
面積21㎡×利用時間3時
間

E 0.5 1,657 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

20 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 2,828 481 ー 0 0 5,173 2,828 0 5,966 41.7%

春日集会所
洋室(A)

（午前９時～
正午）

1,518

年間原価総額5,966千円
÷貸付対象総面積154㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率41.7％)
×料金区分対象面積21㎡
×利用時間3時間

E 0.5 759 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

所管課

整備
条例
の条

市 指定管理者
年間

原価総額
（千円）

(A～H)-I+
J-(K～L)

想定稼働率 料金
区分

施設の性質別
負担割合

使用料
となるべき
金額（端数
調整前）

(円)

現行
料金

（円）

見直
し後
料金
(円) 改定率
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※本表は各施設の料金区分のうち、代表的な部屋及び時間帯等について表示しています。
※料金区分の単位当たり使用料原価を算出する過程において、端数調整を行っています。　

条例 名称

人件費
（千円）

光熱水費
（千円）

修繕費
（千円）

物件費
（千円）

指　定
管理料

（千円）

減　価
償却費

（千円）

土地調達
コスト

（千円）

その他
（千円）

【控除】
控除収入
（千円）

運営費
（千円）

【控除】
指　定
管理料

（千円）

【控除】
その他
収　入

（千円）

使用料
原価
(円)

算式（※）
施設
区分

受益者
負担割
合率

A B C D E F G H I J K L M N M×N

21 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 4,414 1,007 ー 0 0 6,068 4,414 1 7,386 43.4%

潮見集会所
洋室(A)

（午前９時～
正午）

1,677

年間原価総額7,386千円
÷貸付対象総面積181㎡
÷（年間稼働時間
3,862.5ｈ×想定稼働率
43.4％)×料金区分対象
面積23㎡×利用時間3時
間

E 0.5 839 810 890 1.1倍
市民参画・
協働推進課

22 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 3,298 2,085 ー 0 0 5,664 3,298 1 8,060 34.4%

浜風集会所
洋室(C)

（午前９時～
正午）

3,353

年間原価総額8,060千円
÷貸付対象総面積136㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率34.4％)
×料金区分対象面積25㎡
×利用時間3時間

E 0.5 1,677 810 890 1.1倍
市民参画・
協働推進課

23 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 2,387 366 ー 0 0 3,547 2,387 0 4,225 28.3%

奥池集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

2,627

年間原価総額4,225千円
÷貸付対象総面積75㎡÷
（年間稼働時間3,862.5
ｈ×想定稼働率28.3％)
×料金区分対象面積17㎡
×利用時間3時間

E 0.5 1,314 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

24 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 385 0 3,113 3,173 ー 0 0 4,778 3,113 1 8,647 30.9%

西蔵集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

4,501

年間原価総額8,647千円
÷貸付対象総面積126㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率30.9％)
×料金区分対象面積26㎡
×利用時間3時間

E 0.5 2,251 810 890 1.1倍
市民参画・
協働推進課

25 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 440 0 8,091 1,364 ー 0 0 8,121 8,091 1 10,236 60.8%

大原集会所
洋室(A)

（午前９時～
正午）

2,105

年間原価総額10,236千円
÷貸付対象総面積181㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率60.8％)
×料金区分対象面積29㎡
×利用時間3時間

E 0.5 1,053 810 890 1.1倍
市民参画・
協働推進課

26 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 436 0 3,043 3,904 ー 0 0 5,327 3,043 0 9,979 48.3%

茶屋集会所
洋室(B)

（午前９時～
正午）

2,480

年間原価総額9,979千円
÷貸付対象総面積123㎡
÷（年間稼働時間
3,862.5ｈ×想定稼働率
48.3％)×料金区分対象
面積19㎡×利用時間3時
間

E 0.5 1,240 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

27 第9条
芦屋市立地区集会
所の設置及び管理
に関する条例

地区集会所
使用料

312 0 0 0 3,306 1,949 ー 0 0 5,352 3,306 1 7,612 37.9%

三条集会所
洋室(A)

（午前９時～
正午）

2,147

年間原価総額7,612千円
÷貸付対象総面積124㎡
÷（年間稼働時間3,850
ｈ×想定稼働率37.9％)
×料金区分対象面積17㎡
×利用時間3時間

E 0.5 1,074 710 780 1.1倍
市民参画・
協働推進課

28 第10条
芦屋市立あしや市民活
動センターの設置及び
管理に関する条例

あしや市民活動
センター使用料

1,841 0 0 693 8,235 553 ー 0 0 9,969 8,235 0 13,056 58.7%

あしや市民活動
センター
会議室A

（午前９時30分～
正午）

1,594

年間原価総額13,056千円
÷貸付対象総面積255㎡
÷（年間稼働時間2,328
ｈ×想定稼働率58.7％)
×料金区分対象面積17㎡
×利用時間2.5時間

E 0.5 797 600 720 1.2倍
市民参画・
協働推進課

29 第11条
芦屋市立潮芦屋交流セ
ンターの設置及び管理
に関する条例

潮芦屋交流
センター使用料

1,497 0 0 739 7,504 5,376 ー 0 111 21,016 7,504 3,827 24,690 44.2%
１０１室

（午前９時～
正午）

4,087

年間原価総額24,690千円
÷貸付対象総面積559㎡
÷（年間稼働時間
3,812.5ｈ×想定稼働率
44.2％)×料金区分対象
面積52㎡×利用時間3時
間

E 0.5 2,044 1,730 1,900
1.1倍

(附属設備等は
1.2倍)

国際文化推進課

30 第11条
芦屋市立潮芦屋交流セ
ンターの設置及び管理
に関する条例

潮芦屋交流
センター使用料

748 0 3,355 0 1,876 5,376 1,090 0 0 2,046 1,876 0 12,615 83.0%
テニス

コートＡ
（２時間利用）

2,622

年間原価総額12,615千円
÷貸付対象総面積1,710
㎡÷（年間稼働時間
3,812.5ｈ×想定稼働率
83.0％)×料金区分対象
面積570㎡×利用時間2
時間

I 1.0 2,622 1,440 1,720 1.2倍 国際文化推進課

所管課

整備
条例
の条

市 指定管理者
年間

原価総額
（千円）

(A～H)-I+
J-(K～L)

想定稼働率 料金
区分

施設の性質別
負担割合

使用料
となるべき
金額（端数
調整前）

(円)

現行
料金

（円）

見直
し後
料金
(円) 改定率

72-62



※本表は各施設の料金区分のうち、代表的な部屋及び時間帯等について表示しています。
※料金区分の単位当たり使用料原価を算出する過程において、端数調整を行っています。　

条例 名称

人件費
（千円）

光熱水費
（千円）

修繕費
（千円）

物件費
（千円）

指　定
管理料

（千円）

減　価
償却費

（千円）

土地調達
コスト

（千円）

その他
（千円）

【控除】
控除収入
（千円）

運営費
（千円）

【控除】
指　定
管理料

（千円）

【控除】
その他
収　入

（千円）

使用料
原価
(円)

算式（※）
施設
区分

受益者
負担割
合率

A B C D E F G H I J K L M N M×N

31 第12条
芦屋市男女共同参画セ
ンターの設置及び管理
に関する条例

男女共同参画
センター使用料

1,843 4,189 476 1,549 0 28,577 ー 0 1,701 0 0 0 34,933 47.8%
小会議室

(午前９時30分～
正午)

1,295

年間原価総額34,933千円
÷貸付対象総面積
1,090.43㎡÷（年間稼働
時間2,473.5ｈ×想定稼
働率47.8％)×料金区分
対象面積19.12㎡×利用
時間2.5時間

E 0.5 648 500 600 1.2倍 人権・男女共生課

32 第13条

芦屋市特定教育・保育
施設及び特定地域型保
育事業の保育料等に関
する条例

預かり保育料 36,478 7,098 1,951 2,405 0 28,909 ー 0 4,786 0 0 0 72,055 通常保育日 6,946
年間原価総額72,055千円
÷年間利用者数10,374人 G 0.5 3,473 450 500

1,0倍～
1,2倍

管理課

33 第14条
芦屋市福祉セン
ターの管理に関す
る条例

福祉センター
使用料

7,697 2,999 350 20,312 0 1,788 ー 0 0 0 0 0 33,146 36.0%
会議室１

（午前９時～
正午）

6,524

年間原価総額33,146千円
÷貸付対象総面積814㎡
÷（年間稼働時間
4,312.5ｈ×想定稼働率
36.0％)×料金区分対象
面積83㎡×利用時間3時
間

E 0.5 3,262 3,360 3,260
0,8倍～
1,0倍

地域福祉課

34 第14条
芦屋市福祉セン
ターの管理に関す
る条例

福祉センター
使用料

7,697 2,999 350 20,312 0 1,788 ー 0 0 0 0 0 33,146 36.0%
多目的ホール
（午前９時～

正午）
17,606

年間原価総額33,146千円
÷貸付対象総面積814㎡
÷（年間稼働時間
4,312.5ｈ×想定稼働率
36.0％)×料金区分対象
面積224㎡×利用時間3
時間

E 0.5 8,803 7,120 7,330
1,0倍～
1,2倍

地域福祉課

35 第15条
芦屋市立老人福祉
会館の設置及び管
理に関する条例

老人福祉会館
使用料

0 0 0 6,050 0 1,964 ー 4 0 0 0 0 8,018 25.0%
１１２和室
(午後６時～

午後９時30分)
6,579

年間原価総額8,018千円
÷貸付対象総面積191.43
㎡÷（年間稼働時間
3,475ｈ×想定稼働率
25.0％)×料金区分対象
面積39㎡×利用時間3.5
時間

E 0.5 3,290 2,240 2,680 1.2倍 高齢介護課

36 第16条
芦屋市都市公園
条例

朝日ケ丘公園
プール使用料

748 0 0 0 0 5,306 3,606 0 0 14,964 0 2,374 22,250 屋外プール 1,020
年間原価総額22,250千円
÷年間利用者数21,821人 I 1.0 1,020 480 570 1.2倍 スポーツ推進課

37 第16条
芦屋市都市公園
条例

海浜公園
プール使用料

11,164 0 0 0 0 23,324 6,433 0 0 132,516 0 101,884 71,553 屋内プール 974
年間原価総額71,553千円
÷年間利用者数73,486人

I 1.0 974 810 970 1.2倍 スポーツ推進課

38 第16条
芦屋市都市公園
条例

東浜公園
庭球場使用料

748 0 0 0 250 0 1,185 0 0 2,053 250 0 3,986 64.5%
テニス
コート

（１時間利用）
1,001

年間原価総額3,986千円
÷貸付対象総面積1,613
㎡÷（年間稼働時間
3,072ｈ×想定稼働率
64.5％)×料金区分対象
面積833.97㎡×利用時間
1時間

I 1.0 1,001 610 730 1.2倍 スポーツ推進課

39 第16条
芦屋市都市公園
条例

西浜公園
庭球場使用料

748 0 0 0 250 0 873 0 0 6,291 250 1,283 6,629 70.2%
テニス
コート

（１時間利用）
1,501

年間原価総額6,629千円
÷貸付対象総面積1,613
㎡÷（年間稼働時間
3,180ｈ×想定稼働率
70.2％)×料金区分対象
面積833.97㎡×利用時間
1時間

I 1.0 1,501 610 730 1.2倍 スポーツ推進課

40 第16条
芦屋市都市公園
条例

芦屋中央公園野球
場使用料

1,497 0 0 0 501 1,368 ー 0 0 7,356 501 3,211 7,010 40.5%
野球場

（１時間利用）
5,400

年間原価総額7,010千円
÷貸付対象総面積9,000
㎡÷（年間稼働時間
3,380ｈ×想定稼働率
40.5％)×料金区分対象
面積9,000㎡×利用時間1
時間

C 0.5 2,700 1,830 2,190 1.2倍 スポーツ推進課

使用料
となるべき
金額（端数
調整前）

(円)

現行
料金

（円）

見直
し後
料金
(円) 改定率

想定稼働率 料金
区分

施設の性質別
負担割合

所管課

整備
条例
の条

市 指定管理者
年間

原価総額
（千円）

(A～H)-I+
J-(K～L)
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※本表は各施設の料金区分のうち、代表的な部屋及び時間帯等について表示しています。
※料金区分の単位当たり使用料原価を算出する過程において、端数調整を行っています。　

条例 名称

人件費
（千円）

光熱水費
（千円）

修繕費
（千円）

物件費
（千円）

指　定
管理料

（千円）

減　価
償却費

（千円）

土地調達
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（千円）

その他
（千円）

【控除】
控除収入
（千円）

運営費
（千円）

【控除】
指　定
管理料

（千円）

【控除】
その他
収　入

（千円）

使用料
原価
(円)

算式（※）
施設
区分

受益者
負担割
合率

A B C D E F G H I J K L M N M×N

41 第16条
芦屋市都市公園
条例

総合公園使用料 748 0 0 0 6,197 5,064 ー 0 0 19,832 6,197 5,486 20,158 31.7%
陸上競技場
(専用)平日

（１時間利用）
19,800

年間原価総額20,158千円
÷貸付対象総面積5,500
㎡÷（年間稼働時間
3,213ｈ×想定稼働率
31.7％)×料金区分対象
面積5,500㎡×利用時間1
時間

C 0.5 9,900 4,070 4,880 1.2倍 道路・公園課

42 第16条
芦屋市都市公園
条例

総合公園使用料 748 0 0 0 4,342 3,548 2,405 0 0 13,893 4,342 3,844 16,750 67.5%
第２スポーツコート

(専用)平日
（１時間利用）

3,990

年間原価総額16,750千円
÷貸付対象総面積3,850
㎡÷（年間稼働時間
4,462.5ｈ×想定稼働率
67.5％)×料金区分対象
面積2,850㎡×利用時間1
時間

I 1.0 3,990 2,030 2,430 1.2倍 道路・公園課

43 第16条
芦屋市都市公園
条例

総合公園使用料 748 0 0 0 186 152 ー 0 0 593 186 164 1,329 10.3%
総合公園
会議室

（１時間利用）
4,522

年間原価総額1,329千円
÷貸付対象総面積96㎡÷
（年間稼働時間2,856ｈ
×想定稼働率10.3％)×
料金区分対象面積96㎡×
利用時間1時間

E 0.5 2,261 1,010 1,210 1.2倍 道路・公園課

44 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

自転車駐車場
使用料

4,490 0 0 0 0 7,262 9,653 0 9,042 124,629 0 312 136,680 63.8%
全体

自転車駐車場
（自転車定期１か月）

2,491

年間原価総額136,680千
円÷貸付対象総面積
8,231.27㎡÷（年間稼働
時間5,595.5ｈ×想定稼
働率63.8％)×料金区分
対象面積1.14㎡×利用時
間465時間

I 1.0 2,491 1,520 1,820 1.2倍 道路・公園課

45 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

JR芦屋駅北自転
車駐車場使用料

748 0 0 0 0 3,632 1,499 0 2,137 29,449 0 74 33,117 83.3%
JR芦屋駅北

自転車駐車場
（自転車定期１か月）

1,847

年間原価総額33,117千円
÷貸付対象総面積
2,019.5㎡÷（年間稼働
時間6,552ｈ×想定稼働
率83.3％)×料金区分対
象面積1.14㎡×利用時間
540時間

I 1.0 1,847 2,030 2,430 1.2倍 道路・公園課

46 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

阪神芦屋駅西自転
車駐車場及び阪神
芦屋駅南自転車駐
車場使用料

748 0 0 0 0 983 3,023 0 3,101 42,739 0 107 44,285 45.6%
阪神芦屋駅

自転車駐車場
（自転車定期１か月）

3,870

年間原価総額44,285千円
÷貸付対象総面積
2,363.6㎡÷（年間稼働
時間5,595.5ｈ×想定稼
働率45.6％)×料金区分
対象面積1.14㎡×利用時
間465時間

I 1.0 3,870 2,030 2,430 1.2倍 道路・公園課

47 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

阪神打出駅前自転
車駐車場及び阪神
打出駅南自転車駐
車場使用料

748 0 0 0 0 154 1,149 0 475 6,543 0 16 8,103 87.7%
阪神打出駅

自転車駐車場
（自転車定期１か月）

1,219

年間原価総額8,103千円
÷貸付対象総面積729.07
㎡÷（年間稼働時間
5,595.5ｈ×想定稼働率
87.7％)×料金区分対象
面積1.14㎡×利用時間
465時間

I 1.0 1,219 1,520 1,820 1.2倍 道路・公園課

48 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

阪急芦屋川駅北自
転車駐車場及び阪
急芦屋川駅南松ノ
内自転車駐車場使
用料

748 0 0 0 0 0 1,069 0 1,312 18,087 0 45 18,547 50.7%
阪急芦屋川駅
自転車駐車場

（自転車定期１か月）
2,863

年間原価総額18,547千円
÷貸付対象総面積1,221
㎡÷（年間稼働時間
5,595.5ｈ×想定稼働率
50.7％)×料金区分対象
面積1.14㎡×利用時間
465時間

I 1.0 2,863 1,520 1,820 1.2倍 道路・公園課

49 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

JR芦屋駅南１、３、
４、６、９自転車駐
車場使用料

748 0 0 0 0 48 2,129 0 1,670 23,013 0 58 24,210 97.0%
JR芦屋駅南

自転車駐車場
（自転車定期１か月）

1,532

年間原価総額24,210千円
÷貸付対象総面積
1,547.64㎡÷（年間稼働
時間5,776ｈ×想定稼働
率97.0％)×料金区分対
象面積1.14㎡×利用時間
480時間

I 1.0 1,532 1,520 1,820 1.2倍 道路・公園課

50 第17条
芦屋市自転車駐車
場の設置及び管理
に関する条例

阪急芦屋川駅南月
若自転車駐車場使
用料

748 0 0 0 0 2,445 784 0 348 4,798 0 12 8,415 54.1%
阪急芦屋川駅

南月若自転車駐車場
（自転車定期１か月）

4,186

年間原価総額8,415千円
÷貸付対象総面積350.46
㎡÷（年間稼働時間
6,552ｈ×想定稼働率
54.1％)×料金区分対象
面積1.14㎡×利用時間
540時間

I 1.0 4,186 2,030 2,430 1.2倍 道路・公園課

所管課

整備
条例
の条

市 指定管理者
年間

原価総額
（千円）

(A～H)-I+
J-(K～L)

想定稼働率 料金
区分

施設の性質別
負担割合

使用料
となるべき
金額（端数
調整前）

(円)

現行
料金

（円）

見直
し後
料金
(円) 改定率
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※料金区分の手数料原価を算出するにあたり、端数調整を行っています。

条例 名称

A B C D

51 第1条
芦屋市手数
料条例

道路幅員証明手数料
1件当たりの

コスト
4,290 1 0 0 4,291 道路幅員証明手数料 4,291 360 430 1.2倍 道路・公園課

手数料と
なるべき金額

（端数調整前）
(円)

現行
料金

（円）
改定率

見直し後
料金
(円) 所管課

料金
区分

単位 人件費
（円）

消耗品・
印刷経費
（円）

物件費
（円）

その他
（円）

単位当たり
原価総額

A～D
（円）

整備
条例
の条
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第７４号議案 

 

 

 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例等の一部を改正する条例の制定について 

 

 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例等の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 

 

令和７年１１月２８日提出 

 

 

 

                      芦屋市長 髙 島  崚 輔 

 

 

 

 

提案理由 

 

保育所及び認定こども園において乳児等通園支援事業を実施するため、この条例を

制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

 

 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例  

 

 （芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正） 

第１条 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例（平成２６年芦屋市条例第２５号）

の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

（勤務体制の確保等） （勤務体制の確保等） 

第２１条 （略） 第２１条 （略） 

（職員）  

第２１条の２ 特定教育・保育施設（認定こども園及び保育所に

限る。）に置くべき保育士（兵庫県が児童福祉法第１８条の２７

第１項に規定する認定地方公共団体である場合には、保育士又

は兵庫県の区域に係る同法第１８条の２９に規定する地域限定

保育士）及び保育教諭（認定こども園に限る。）の数は、次の各

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める数以上とする。 

 

(1) 乳児 おおむね３人につき１人  

(2) 満１歳以上満３歳に満たない幼児 おおむね５人につき１  
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改正後 改正前 

人 

(3) 満３歳以上満４歳に満たない幼児 おおむね１５人につき

１人 

 

(4) 満４歳以上の幼児 おおむね２０人につき１人  

（定員の遵守） （定員の遵守） 

第２２条 （略） 第２２条 （略） 

（特別利用保育の基準） （特別利用保育の基準） 

第３５条 （略） 第３５条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 特定教育・保育施設が、第１項の規定により特別利用保育を

提供する場合には、特定教育・保育には特別利用保育を、施設

型給付費には特例施設型給付費（法第２８条第１項の特例施設

型給付費をいう。次条第３項において同じ。）を、それぞれ含む

ものとして前節（第６条第３項及び第７条第２項を除く。）の規

定を適用する。この場合において、第６条第２項中「特定教

育・保育施設（認定こども園又は幼稚園に限る。以下この項に

おいて同じ。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特別利用保

育を提供している施設に限る。以下この項において同じ。）」

と、「同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給

付認定子ども」とあるのは「同号又は同条第２号に掲げる小学

校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」と、第

１３条第２項中「法第２７条第３項第１号に掲げる額」とある

のは「法第２８条第２項第２号の内閣総理大臣が定める基準に

より算定した費用の額」と、同条第４項第３号イ（ア）中「教

育・保育給付認定子ども」とあるのは、「教育・保育給付認定子

３ 特定教育・保育施設が、第１項の規定により特別利用保育を

提供する場合には、特定教育・保育には特別利用保育を、施設

型給付費には特例施設型給付費（法第２８条第１項の特例施設

型給付費をいう。次条第３項において同じ。）を、それぞれ含む

ものとして前節（第６条第３項及び第７条第２項を除く。）の規

定を適用する。この場合において、第６条第２項中「特定教

育・保育施設（認定こども園又は幼稚園に限る。以下この項に

おいて同じ。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特別利用保

育を提供している施設に限る。以下この項において同じ。）」

と、「同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給

付認定子ども」とあるのは「同号又は同条第２号に掲げる小学

校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」と、第

１３条第２項中「法第２７条第３項第１号に掲げる額」とある

のは「法第２８条第２項第２号の内閣総理大臣が定める基準に

より算定した費用の額」と、同条第４項第３号イ（ア）中「教

育・保育給付認定子ども」とあるのは、「教育・保育給付認定子
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改正後 改正前 

ども（特別利用保育を受ける者を除く。）」と、同号イ（イ）中

「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・保育給付認

定子ども（特別利用保育を受ける者を含む。）」と、第２１条の

２中「特定教育・保育施設（認定こども園及び保育所に限

る。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特別利用保育を提供

している施設に限る。）」とする。 

ども（特別利用保育を受ける者を除く。）」と、同号イ（イ）中

「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・保育給付認

定子ども（特別利用保育を受ける者を含む。）」とする。 

（特別利用教育の基準） （特別利用教育の基準） 

第３６条 （略） 第３６条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 特定教育・保育施設が、第１項の規定により特別利用教育を

提供する場合には、特定教育・保育には特別利用教育を、施設

型給付費には特例施設型給付費を、それぞれ含むものとして、

前節（第６条第３項、第７条第２項及び第２１条の２を除く。）

の規定を適用する。この場合において、第６条第２項中「特定

教育・保育施設（認定こども園又は幼稚園に限る。以下この項

において同じ。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特別利用

教育を提供している施設に限る。以下この項において同じ。）」

と、「利用の申込みに係る法第１９条第１号に掲げる小学校就学

前子どもの数」とあるのは「利用の申込みに係る法第１９条第

２号に掲げる小学校就学前子どもの数」と、「同号に掲げる小学

校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子どもの総数」

とあるのは「同条第１号又は第２号に掲げる小学校就学前子ど

もに該当する教育・保育給付認定子どもの総数」と、「同号に掲

げる小学校就学前子どもの区分に係る利用定員の総数」とある

のは「同条第１号に掲げる小学校就学前子どもの区分に係る利

用定員の総数」と、第１３条第２項中「法第２７条第３項第１

３ 特定教育・保育施設が、第１項の規定により特別利用教育を

提供する場合には、特定教育・保育には特別利用教育を、施設

型給付費には特例施設型給付費を、それぞれ含むものとして、

前節（第６条第３項及び第７条第２項を除く。）の規定を適用す

る。この場合において、第６条第２項中「特定教育・保育施設

（認定こども園又は幼稚園に限る。以下この項において同

じ。）」とあるのは「特定教育・保育施設（特別利用教育を提供

している施設に限る。以下この項において同じ。）」と、「利用の

申込みに係る法第１９条第１号に掲げる小学校就学前子どもの

数」とあるのは「利用の申込みに係る法第１９条第２号に掲げ

る小学校就学前子どもの数」と、「同号に掲げる小学校就学前子

どもに該当する教育・保育給付認定子どもの総数」とあるのは

「同条第１号又は第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当す

る教育・保育給付認定子どもの総数」と、「同号に掲げる小学校

就学前子どもの区分に係る利用定員の総数」とあるのは「同条

第１号に掲げる小学校就学前子どもの区分に係る利用定員の総

数」と、第１３条第２項中「法第２７条第３項第１号に掲げる
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改正後 改正前 

号に掲げる額」とあるのは「法第２８条第２項第３号の内閣総

理大臣が定める基準により算定した費用の額」と、同条第４項

第３号イ（ア）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは

「教育・保育給付認定子ども（特別利用教育を受ける者を含

む。）」と、同号イ（イ）中「教育・保育給付認定子ども」とあ

るのは「教育・保育給付認定子ども（特別利用教育を受ける者

を除く。）」とする。 

額」とあるのは「法第２８条第２項第３号の内閣総理大臣が定

める基準により算定した費用の額」と、同条第４項第３号イ

（ア）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・保

育給付認定子ども（特別利用教育を受ける者を含む。）」と、同

号イ（イ）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教

育・保育給付認定子ども（特別利用教育を受ける者を除く。）」

とする。 

 

 （芦屋市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第２条 芦屋市立保育所の設置及び管理に関する条例（昭和３９年芦屋市条例第２１号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

（保育の実施） （保育の実施） 

第４条 保育の実施は、児童の保護者のいずれもが子ども・子育

て支援法施行規則（平成２６年内閣府令第４４号。以下「施行

規則」という。）第１条の５各号に掲げる事由により保育を必要

とする場合、児童が法第２４条第５項若しくは第６項の規定に

より保育所への入所の措置を受けた場合又は児童の保護者が子

ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第３０条の１

５第１項の認定を受けた場合に行うものとする。 

第４条 保育の実施は、児童の保護者のいずれもが子ども・子育

て支援法施行規則（平成２６年内閣府令第４４号。以下「施行

規則」という。）第１条の５各号に掲げる事由により保育を必要

とする場合又は児童が法第２４条第５項若しくは第６項の規定

により保育所への入所の措置を受けた場合に行うものとする。 
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改正後 改正前 

 （保育料及び延長保育料の納付）  （保育料及び延長保育料の納付） 

第６条 子ども・子育て支援法第２０条第４項に規定する教育・

保育給付認定保護者は、保育所の利用に関し芦屋市特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例（平

成２７年芦屋市条例第１２号）第２条第１項第１号に規定する

保育料及び同項第３号に規定する延長保育料を納付しなければ

ならない。 

第６条 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第２

０条第４項に規定する教育・保育給付認定保護者は、保育所の

利用に関し芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の保育料等に関する条例（平成２７年芦屋市条例第１２号）第

２条第１項第１号に規定する保育料及び同項第３号に規定する

延長保育料を納付しなければならない。 

 

 （芦屋市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

第３条 芦屋市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理に関する条例（平成３０年芦屋市条例第３３号）の一部を次のように改

正する。 

 

次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1)  改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2)  改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

(3)  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

（事業） （事業） 

第３条 認定こども園は、前条の目的を達成するために次の事業を

行う。 

第３条 認定こども園は、前条の目的を達成するために次の事業を

行う。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

(4) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条の３第２３

項に規定する乳児等通園支援事業 

 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認めるもの (4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認めるもの 
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附 則                           

 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。ただし、第１条の改正規定は、公布の日から施行する。 
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 参 照 １ 

 

 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例等の一部改正要綱 

 

１ 改正の趣旨 

保育所及び認定こども園において乳児等通園支援事業を実施するため、この条例

を制定しようとするもの。 

 

２ 改正の内容 

（1） 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部改正（第１条関係） 

ア 認定こども園及び保育所に置くべき保育士（認定こども園の場合は保育教諭

を含む。）の配置基準の規定の明確化（第２１条の２） 

(ｱ) 乳児 おおむね３人につき１人 

(ｲ) 満１歳以上満３歳未満の幼児 おおむね５人につき１人 

(ｳ) 満３歳以上満４歳未満の幼児 おおむね１５人につき１人 

(ｴ) 満４歳以上の幼児 おおむね２０人につき１人 

条例で定める内容は、「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に係る省

令の基準」及び「幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営

に関する基準に係る省令の基準」の従う基準を上回る内容で定めることとする。 

施 設 省 令 条 例 内 容 基準の類型 

保育所 第３３条 第２１条の２ 職員 従う 

認定こども園 第５条 第２１条の２ 職員 従う 

 

イ アに伴う規定の整理（第３５条及び第３６条） 

 

(2)  芦屋市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正（第２条関係） 

市は、乳児等支援給付認定を行った場合は、保育を実施する。（第４条） 
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(3) 芦屋市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正 

（第３条関係） 

  認定こども園の行う事業に乳児等通園支援事業を追加する。（第３条） 

 

(4) その他規定の整理 

 

３ 施行期日 

令和８年４月１日。ただし、２(1)の規定は公布の日 
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参 照 ２ 

 

 

   児童福祉施設の設備及び運営に関する基準 

 

 

 （職員） 

第３３条 （第１項省略） 

２ 保育士の数は、乳児おおむね３人につき１人以上、満１歳以上満３歳に満たない

幼児おおむね６人につき１人以上、満３歳以上満４歳に満たない幼児おおむね１５

人につき１人以上、満４歳以上の幼児おおむね２５人につき１人以上とする。ただ

し、保育所一につき２人を下ることはできない。 

 

 

幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準 

 

 

（職員の数等） 

第５条 （第１項省略） 

（第２項省略） 

３ 幼保連携型認定こども園に置く園児の教育及び保育（満３歳未満の園児について

は、その保育。以下同じ。）に直接従事する職員の数は、次の表の上欄に掲げる園

児の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に定める員数以上とする。ただし、当該職員

の数は、常時２人を下ってはならない。 

園児の区分 員数 

(1) 満４歳以上の園児 おおむね２５人につき１人 

(2) 満３歳以上満４歳未満の園児 おおむね１５人につき１人 

(3) 満１歳以上満３歳未満の園児 おおむね６人につき１人 

(4) 満１歳未満の園児 おおむね３人につき１人 

備考 （略） 

（第４項及び第５項省略） 
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第７４号議案説明資料 

 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）概要 

 

 

〇背景 

 ０歳から２歳児の未就園児が約６割を占める中、保護者の中には「孤立した育児」に対

する不安や悩みを抱える方が多数存在し、保護者支援の強化が求められています。そこで、

全ての子どもの成長を応援し、良質な育成環境を整えるために、「こども誰でも通園制度」

が創設されました。この制度は、多様な働き方やライフスタイルを持つすべての子育て家

庭に対する支援を強化する子育て支援事業です。 

 

〇目的 

保育士を通じて、子どもの育ちの支援とともに保護者の養育力を向上させ、家庭での子

育てを充実させることに繋げることを目的とされている。 

 

〇対象者 

 保育所、認定こども園等に通っていない０歳６か月から満３歳未満の乳幼児とする。認

可外保育施設に通っている乳幼児は対象とするが、企業主導型保育施設に通っている乳幼

児は対象外とする。 

 

〇開所日数・保育時間 

 開所日数や保育時間はニーズや受入れ体制を考慮の上、適切に設定する。 

 

〇導入の経過 

 令和６年度・・・試行的事業を実施 697 か所（118 自治体） 

（兵庫県下：神戸市、姫路市、加西市、養父市、南あわじ市） 

補助単価は一律 850 円/H、保護者負担は 300 円/H を標準 

保育時間は児童一人当たり月 10 時間が基本 

 令和７年度・・・制度化 

         地域子ども子育て支援事業として地方の受け入れ態勢や人員配置の実

情に応じて自治体の裁量で実施するため補助金制度となる。 

         補助単価は０歳 1300 円/H、１歳 1100 円/H、２歳 900 円/H に変更 

保護者負担は 300 円/H を標準 

保育時間は児童１人当たり月 10 時間が基本 

 令和８年度・・・本格実施 

         全国の自治体で実施 

         新たに乳児等の為の給付制度（公定価格）となる予定 

保護者負担は 300 円/H（予定）を標準 

保育時間は児童１人当たり月 10 時間が基本 
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〇令和６年度試行後の検証 

 （保護者から） 

「子供の言葉が増えた」、「保育施設で覚えた遊びをするようになった」、「新たに取り組

む機会が増えた」、「友達との関わり方を学んだ」、「子育てを楽しいと感じられるように

なった」、「子育て中の孤独感や不安感が減った」、「予約がいっぱいで預けられない時が

あった」など 

（施設側から） 

  「当初は担当保育士も戸惑いや負担感があったが、経験を積むことで、徐々に負担感

は和らぎ、前向きに捉えるようになった」、「泣いてばかりの子も利用するにつれて、

泣かなくなり、在園児と触れ合うなど、成長がみられた」など 

 

〇一時預かり事業との違い 

 一時預かり事業は保護者の就労が週２～３日程度の方や保護者の急な入院などにより、

家庭での養育が一時的に困難になった場合に、就学前の幼児を保育所等で預かる事業に対

して、こども誰でも通園制度は保護者の就労条件を問わず、保育所等に通っていない乳幼

児を保育所等に一定の時間預けられる制度 

  一時預かり事業 こども誰でも通園制度 

目的 

急病などで家庭保育が困難になっ

た幼児を保育施設で預かる事業 

① 非定型保育(主に就労等) 

② 緊急保育、私的利用 

保護者の就労の有無や家庭の事情に

関わりなく、子どもの成長を応援

し、良質な育成環境を整えるため

に、すべての子育て家庭に対する支

援を強化する制度 

対象年齢 1 歳児～就学する前まで 0 歳 6 か月～満 3歳まで 

預かり時間 
9:00 から 17:00 のうち家庭での養

育が困難な時間 

施設の判断により受け入れ可能時間

内で希望する時間 

利用回数/月 12 回など 一人、10時間/月 

利用料 2,000 円/回 300 円/時間（予定） 

飲食物費 500 円/回、状況により弁当持参 給食の有無も含め施設の判断による 

申込み方法 

① 非定形型：就労証明、幼児の健

康診断などほいく課に提出 

② 緊急保育、私的利用：各園に申

込み 

事前に総合支援システムに登録の

上、保育施設と面談後に保育施設に

予約をする 

実施園 

・西蔵こども園 

・茶屋保育園 

・浜風あすのこども園 

・認定こども園 はなえみ保育園 

・認定こども園 山手夢 

・認定こども園 夢咲 

 

 

  未定 
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乳児等通園支援事業について（概要） 

 

令和８年４月より、乳児等通園支援事業を市立精道こども園、市立緑保育所において

実施する。 

 

実施場所 市立精道こども園、市立緑保育所 

実施区分 余裕活用型乳児等通園支援事業 

定員 
０歳児：３人、１歳児：１人、２歳児：１人 

※１回当たり３人まで 

運営日・時間 月曜日～金曜日 ９：００～１１：００、１４：３０～１６：３０ 

実施しない日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始、行事日等 

対象者 

保育所、認定こども園等に通っていない０歳６か月から満３歳未

満の乳幼児とする。認可外保育施設に通っている乳幼児は対象と

するが、企業主導型保育施設に通っている乳幼児は対象外 

利用可能時間数 １月当たり１０時間まで 

費用 利用料…１人１時間３００円の予定 

食事の提供 なし 

その他 定員については、入所調整により、１年を通して実施枠を確保する。 
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第７５号議案 

 

 

 

芦屋市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に

ついて 

 

 

芦屋市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を別紙のよ

うに定める。 

 

 

令和７年１１月２８日提出 

 

 

 

 芦屋市長 髙 島  崚 輔    

 

 

 

 

提案理由 

 

乳児等通園支援事業の実施に伴い、児童福祉法第３４条の１６第１項の規定に基づ

き、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定めるため、この条例を制定

しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

 

 

   芦屋市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

 

目次 

第１章 総則（第１条―第２０条） 

第２章 乳児等通園支援事業 

  第１節 通則（第２１条） 

  第２節 一般型乳児等通園支援事業（第２２条―第２５条） 

  第３節 余裕活用型乳児等通園支援事業（第２６条・第２７条） 

第３章 雑則（第２８条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この条例は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号。以下「法」とい

う。）第３４条の１６第１項の規定に基づき、乳児等通園支援事業（法第６条の３

第２３項に規定する乳児等通園支援事業をいう。以下同じ。）の設備及び運営に関

する基準（以下「最低基準」という。）を定めるものとする。 

（最低基準の目的） 

第２条 最低基準は、明るくて、衛生的な環境において、素養があり、かつ、適切な

訓練を受けた職員（乳児等通園支援事業を行う事業所（以下「乳児等通園支援事業

所」という。）の管理者を含む。以下同じ。）が乳児等通園支援（乳児等通園支援事

業として行う法第６条の３第２３項の乳児又は幼児への遊び及び生活の場の提供並

びにその保護者への面談及び当該保護者への援助をいう。以下同じ。）を提供する

ことにより、乳児等通園支援事業を利用している乳児又は幼児（以下「利用乳幼児」

という。）が、心身ともに健やかに育成されることを保障するものとする。 

（最低基準の向上） 

第３条 市長は、芦屋市こども・若者未来応援会議条例（令和７年芦屋市条例第９

号）第１条に規定する芦屋市こども・若者未来応援会議の意見を聴き、その監督に

属する乳児等通園支援事業を行う者（以下「乳児等通園支援事業者」という。）に

対し、最低基準を超えて、その設備及び運営を向上させるように勧告することがで

きる。 
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２ 市は、最低基準を常に向上させるように努めるものとする。 

（最低基準と乳児等通園支援事業者） 

第４条 乳児等通園支援事業者は、最低基準を超えて、常に、その設備及び運営を向

上させなければならない。 

２ 最低基準を超えて、設備を有し、又は運営をしている乳児等通園支援事業者にお

いては、最低基準を理由として、その設備又は運営を低下させてはならない。 

（乳児等通園支援事業者の一般原則） 

第５条 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の人権に十分配慮するとともに、一人

一人の人格を尊重して、その運営を行わなければならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、地域社会との交流及び連携を図り、利用乳幼児の保護

者及び地域社会に対し、その行う乳児等通園支援事業の運営の内容を適切に説明す

るよう努めなければならない。 

３ 乳児等通園支援事業者は、次の各号のいずれにも該当してはならない。 

(1) 役員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号）第９条第２１号ロに規定する役員をいう。）が暴力団員（同法第２条第６号

に規定する暴力団員をいう。）であると認められること。 

(2) 芦屋市暴力団排除条例（平成２４年芦屋市条例第３０号）第２条第３号に規定

する暴力団密接関係者であると認められること。 

４ 乳児等通園支援事業者は、自らその提供する乳児等通園支援の質の評価を行い、

常にその改善を図らなければならない。 

５ 乳児等通園支援事業者は、定期的に外部の者による評価を受けて、その結果を公

表し、常にその改善を図るよう努めなければならない。 

６ 乳児等通園支援事業所には、法に定める事業の目的を達成するために必要な設備

を設けなければならない。 

７ 乳児等通園支援事業所の構造設備は、採光、換気等利用乳幼児の保健衛生及び利

用乳幼児に対する危害防止に十分な考慮を払って設けられなければならない。 

（乳児等通園支援事業者と非常災害対策） 

第６条 乳児等通園支援事業者は、消火設備その他の非常災害に際して必要な設備を

設けるとともに、非常災害に対する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への

通報及び連絡体制を整備し、それらを定期的に乳児等通園支援事業所の職員に周知

しなければならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、少なくとも毎月１回、避難及び消火に関する訓練を行

わなければならない。 
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（安全計画の策定等） 

第７条 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の安全の確保を図るため、乳児等通園

支援事業所ごとに、当該乳児等通園支援事業所の設備の安全点検、職員、利用乳幼

児等に対する事業所外での活動、取組等を含めた乳児等通園支援事業所での生活そ

の他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修及び訓練その他乳児等通園

支援事業所における安全に関する事項についての計画（以下この条において「安全

計画」という。）を策定し、当該安全計画に従い必要な措置を講じなければならな

い。 

２ 乳児等通園支援事業者は、職員に対し、安全計画について周知するとともに、前

項の研修及び訓練を定期的に実施しなければならない。 

３ 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の安全の確保に関して保護者との連携が図

られるよう、保護者に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知しなけれ

ばならない。 

４ 乳児等通園支援事業者は、定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全

計画の変更を行うものとする。 

（自動車を運行する場合の所在の確認） 

第８条 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の事業所外での活動、取組等のための

移動その他の利用乳幼児の移動のために自動車を運行するときは、利用乳幼児の乗

車及び降車の際に、点呼その他の利用乳幼児の所在を確実に把握することができる

方法により、利用乳幼児の所在を確認しなければならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の送迎を目的とした自動車（運転者席及び

これと並列の座席並びにこれらより１つ後方に備えられた前向きの座席以外の座席

を有しないものその他利用の態様を勘案してこれと同程度に利用乳幼児の見落とし

のおそれが少ないと認められるものを除く。）を日常的に運行するときは、当該自

動車にブザーその他の車内の利用乳幼児の見落としを防止する装置を備え、これを

用いて前項に定める所在の確認（利用乳幼児の降車の際に限る。）を行わなければ

ならない。 

（乳児等通園支援事業所の職員の一般的要件） 

第９条 乳児等通園支援事業所の職員は、健全な心身を有し、豊かな人間性と倫理観

を備え、児童福祉事業に熱意のある者であって、できる限り児童福祉事業の理論及

び実際について訓練を受けた者でなければならない。 

（乳児等通園支援事業所の職員の知識及び技能の向上等） 

第１０条 乳児等通園支援事業所の職員は、常に自己研鑽に励み、法に定める事業の
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目的を達成するために必要な知識及び技能の修得、維持及び向上に努めなければ

ならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、職員に対し、その資質の向上のための研修の機会を確

保しなければならない。 

３ 乳児等通園支援事業者は、職員の職務内容、経験等に応じて前項の研修の実施計

画を策定し、実施した研修の記録を保管するとともに、必要に応じて研修の内容の

見直しを行うことにより、職員の計画的な育成に努めなければならない。 

（他の社会福祉施設等を併せて設置するときの設備及び職員の基準） 

第１１条 乳児等通園支援事業所は、他の社会福祉施設等を併せて設置するときは、

その行う乳児等通園支援に支障がない場合に限り、必要に応じ当該乳児等通園支援

事業所の設備及び職員の一部を併せて設置する他の社会福祉施設等の設備及び職員

に兼ねることができる。 

（利用乳幼児を平等に取り扱う原則） 

第１２条 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の国籍、信条、社会的身分又は利用

に要する費用を負担するか否かによって、差別的取扱いをしてはならない。 

（虐待等の禁止） 

第１３条 乳児等通園支援事業所の職員は、利用乳幼児に対し、法第３３条の１０第

１項各号に掲げる行為その他当該利用乳幼児の心身に有害な影響を与える行為をし

てはならない。 

（衛生管理等） 

第１４条 乳児等通園支援事業者は、利用乳幼児の使用する設備、食器等又は飲用に

供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講じなければな

らない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、乳児等通園支援事業所において感染症又は食中毒が発

生し、又はまん延しないように、職員に対し、感染症及び食中毒の予防及びまん延

の防止のための研修並びに感染症の予防及びまん延の防止のための訓練を定期的に

実施するよう努めなければならない。 

３ 乳児等通園支援事業所には、必要な医薬品その他の医療品を備えるとともに、そ

れらの管理を適正に行わなければならない。 

（食事） 

第１５条 乳児等通園支援事業者は、食事の提供を行う場合（施設外で調理し運搬す

る方法により行う場合を含む。）においては、当該施設において行うことが必要

な調理のための加熱、保存等の調理機能を有する設備を備えなければならない。 
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（乳児等通園支援事業所内部の規程） 

第１６条 乳児等通園支援事業者は、次に掲げる乳児等通園支援事業の運営について

の重要事項に関する規程を定めておかなければならない。 

(1) 乳児等通園支援事業の目的及び運営の方針 

(2) その提供する乳児等通園支援の内容 

(3) 職員の職種、員数及び職務の内容 

(4) 乳児等通園支援の提供を行う日及び時間並びに行わない日 

(5) 保護者から受領する費用の種類、支払を求める理由及びその額 

(6) 利用定員 

(7) 乳児等通園支援事業の利用の開始及び終了に関する事項その他の利用に当たっ

ての留意事項 

(8) 緊急時等における対応方法 

(9) 非常災害対策 

(10)  虐待の防止のための措置に関する事項 

(11)  その他乳児等通園支援事業の運営に関する重要事項 

（乳児等通園支援事業所に備える帳簿） 

第１７条 乳児等通園支援事業所には、職員、財産、収支及び利用乳幼児の処遇の状

況を明らかにする帳簿を整備しておかなければならない。 

（秘密保持等） 

第１８条 乳児等通園支援事業所の職員は、正当な理由がなく、その業務上知り得た

利用乳幼児又はその家族の秘密を漏らしてはならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、職員であった者が、正当な理由がなく、その業務上知

り得た利用乳幼児又はその家族の秘密を漏らすことがないよう、必要な措置を講じ

なければならない。 

（苦情への対応） 

第１９条 乳児等通園支援事業者は、その行った乳児等通園支援に関する利用乳幼児

又はその保護者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、苦情を受け付ける

ための窓口を設置する等の必要な措置を講じなければならない。 

２ 乳児等通園支援事業者は、その行った乳児等通園支援に関し、市からの指導又は

助言を受けた場合は、当該指導又は助言に従って必要な改善を行わなければならな

い。 

 （関係機関との連携） 

第２０条 乳児等通園支援事業者は、日常的に関係行政機関、医療機関等と相互に連
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携を図りながら、適切にその業務を行うことにより、利用乳幼児が安心して乳児

等通園支援事業所を利用することができる体制の確保に努めなければならない。 

第２章 乳児等通園支援事業 

第１節 通則 

（乳児等通園支援事業の区分） 

第２１条 乳児等通園支援事業は、一般型乳児等通園支援事業及び余裕活用型乳児等

通園支援事業とする。 

２ 一般型乳児等通園支援事業とは、乳児等通園支援事業であって次項に定めるもの

に該当しないものをいう。 

３ 余裕活用型乳児等通園支援事業とは、保育所、認定こども園（就学前の子どもに

関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成１８年法律第７７

号）第２条第６項に規定する認定こども園をいい、保育所であるものを除く。以下

同じ。）又は家庭的保育事業等（居宅訪問型保育事業を除く。以下同じ。）を行う事

業所において、当該施設又は事業を利用する児童の数（以下この項において「利用

児童数」という。）がその施設又は事業に係る利用定員（子ども・子育て支援法

（平成２４年法律第６５号）第２７条第１項又は第２９条第１項の確認において定

める利用定員をいう。）の総数に満たない場合であって、当該利用定員の総数から

当該利用児童数を除いた数以下の数の乳幼児を対象として行う乳児等通園支援事業

をいう。 

第２節 一般型乳児等通園支援事業 

（設備の基準） 

第２２条 一般型乳児等通園支援事業を行う事業所（以下「一般型乳児等通園支援事

業所」という。）の設備の基準は、次のとおりとする。 

(1) 乳児又は満２歳に満たない幼児を利用させる一般型乳児等通園支援事業所に

は、乳児室又はほふく室及び便所を設けること。 

(2) 乳児室の面積は、乳児又は前号の幼児１人につき１．６５平方メートル以上で

あること。 

(3) ほふく室の面積は、乳児又は第１号の幼児１人につき３．３平方メートル以上

であること。 

(4) 乳児室又はほふく室には、乳児等通園支援の提供に必要な用具を備えること。 

(5) 満２歳以上の幼児を利用させる一般型乳児等通園支援事業所には、保育室又は

遊戯室及び便所を設けること。 

(6) 保育室又は遊戯室の面積は、前号の幼児１人につき１．９８平方メートル以上
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であること。 

(7) 保育室又は遊戯室には、乳児等通園支援の提供に必要な用具を備えること。 

(8) 乳児室、ほふく室、保育室又は遊戯室（以下「保育室等」という。）を２階に

設ける建物は、次のア、イ及びカの要件に、保育室等を３階以上に設ける建物

は、次に掲げる要件に該当するものであること。 

ア 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第２条第９号の２に規定する耐火

建築物又は同条第９号の３に規定する準耐火建築物であること。 

イ 保育室等が設けられている次の表の左欄に掲げる階に応じ、同表の中欄に掲

げる区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げる施設又は設備が１以上設けられ

ていること。 

階 区分 施設又は設備 
２階 常用 １ 屋内階段 

２ 屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１２３

条第１項各号又は第３項各号に規定する構造の屋内階段 

２ 待避上有効なバルコニー 

３ 建築基準法第２条第７号の２に規定する準耐火構造の屋外

傾斜路又はこれに準ずる設備 

４ 屋外階段 

３階 常用 １ 建築基準法施行令第１２３条第１項各号又は第３項各号に

規定する構造の屋内階段 

２ 屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令第１２３条第１項各号又は第３項各号に

規定する構造の屋内階段 

２ 建築基準法第２条第７号に規定する耐火構造の屋外傾斜路

又はこれに準ずる設備 

３ 屋外階段 

４階

以上

の階 

常用 １ 建築基準法施行令第１２３条第１項各号又は第３項各号に

規定する構造の屋内階段 

２ 建築基準法施行令第１２３条第２項各号に規定する構造の

屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令第１２３条第１項各号又は第３項各号に
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規定する構造の屋内階段（ただし、同条第１項の場合におい

ては、当該階段の構造は、建築物の１階から保育室等が設け

られている階までの部分に限り、屋内と階段室とは、バルコ

ニー又は付室（階段室が同条第３項第２号に規定する構造を

有する場合を除き、同号に規定する構造を有するものに限

る。）を通じて連絡することとし、かつ、同条第３項第３

号、第４号及び第１０号を満たすものとする。） 

２ 建築基準法第２条第７号に規定する耐火構造の屋外傾斜路 

３ 建築基準法施行令第１２３条第２項各号に規定する構造の

屋外階段 

ウ イに掲げる施設及び設備が避難上有効な位置に設けられ、かつ、保育室等の

各部分からそのいずれかに至る歩行距離が３０メートル以下となるように設け

られていること。 

エ 一般型乳児等通園支援事業所に調理設備（次に掲げる要件のいずれかに該当

するものを除く。以下このエにおいて同じ。）を設ける場合には、当該調理設

備以外の部分と一般型乳児等通園支援事業所の調理設備の部分が建築基準法第

２条第７号に規定する耐火構造の床若しくは壁又は建築基準法施行令第１１２

条第１項に規定する特定防火設備で区画されていること。この場合において、

換気、暖房又は冷房の設備の風道が、当該床若しくは壁を貫通する部分又はこ

れに近接する部分に防火上有効にダンパーが設けられていること。 

(ｱ) スプリンクラー設備その他これに類するもので自動式のものが設けられて

いること。 

(ｲ) 調理用器具の種類に応じて有効な自動消火装置が設けられ、かつ、当該調

理設備の外部への延焼を防止するために必要な措置が講じられていること。 

オ 一般型乳児等通園支援事業所の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを不

燃材料でしていること。 

カ 保育室等その他乳幼児が出入し、又は通行する場所に、乳幼児の転落事故を

防止する設備が設けられていること。 

キ 非常警報器具又は非常警報設備及び消防機関へ火災を通報する設備が設けら

れていること。 

ク 一般型乳児等通園支援事業所のカーテン、敷物、建具等で可燃性のものにつ

いて防炎処理が施されていること。 

（職員） 
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第２３条 一般型乳児等通園支援事業所には、保育士（兵庫県が法第１８条の２７第

１項に規定する認定地方公共団体である場合には、保育士又は兵庫県の区域に係る

法第１８条の２９に規定する地域限定保育士。以下同じ。）その他乳児等通園支援

に従事する職員として市長が行う研修（市長が指定する都道府県知事その他の機関

が行う研修を含む。）を修了した者（以下この条において「乳児等通園支援従事

者」という。）を置かなければならない。 

２ 乳児等通園支援従事者の数は、乳児おおむね３人につき１人以上、満１歳以上満

３歳未満の幼児おおむね６人につき１人以上とし、そのうち半数以上は保育士とす

る。ただし、一般型乳児等通園支援事業所１か所につき２人を下回ることはできな

い。 

３ 第１項に規定する乳児等通園支援従事者は、専ら当該一般型乳児等通園支援事業

に従事するものでなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合

は、専ら当該一般型乳児等通園支援事業に従事する職員を１人とすることができ

る。 

(1) 当該一般型乳児等通園支援事業と保育所、幼稚園、認定こども園その他の施設

又は事業（以下「保育所等」という。）とが一体的に運営されている場合であっ

て、当該一般型乳児等通園支援事業を行うに当たって当該保育所等の職員（保育

その他の子育て支援に従事する職員に限る。）による支援を受けることができ、

かつ、専ら当該一般型乳児等通園支援事業に従事する職員が保育士であるとき。 

(2) 当該一般型乳児等通園支援事業を利用している乳幼児の人数が３人以下である

場合であって、保育所等を利用している乳幼児の保育が現に行われている保育室

等において当該一般型乳児等通園支援事業が実施され、かつ、当該一般型乳児等

通園支援事業を行うに当たって当該保育所等の保育士による支援を受けることが

できるとき。 

（乳児等通園支援の内容） 

第２４条 一般型乳児等通園支援事業における乳児等通園支援は、児童福祉施設の設

備及び運営に関する基準（昭和２３年厚生省令第６３号）第３５条に規定する内閣

総理大臣が定める指針に準じ、乳児等通園支援事業の特性に留意して、利用乳幼児

及びその保護者の心身の状況等に応じて提供されなければならない。 

（保護者との連絡） 

第２５条 一般型乳児等通園支援事業を行う者は、利用乳幼児の保護者と密接な連絡

をとり、乳児等通園支援の内容等につき、その保護者の理解及び協力を得るよう努

めなければならない。 
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第３節 余裕活用型乳児等通園支援事業 

（設備及び職員の基準） 

第２６条 余裕活用型乳児等通園支援事業を行う事業所の設備及び職員の基準は、次

の各号に掲げる施設又は事業所の区分に応じ、当該各号に定めるところによる。 

(1) 保育所 

ア 設備及び職員の基準（イを除く。） 法令の規定により条例に委任された社

会福祉施設等施設の基準等に関する条例（平成２４年兵庫県条例第４号）（保

育所に係るものに限る。） 

イ 保育士の基準 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例（平成２６年芦屋市条例第２５号）（保育所に係るも

のに限る。） 

(2) 認定こども園 

ア 設備及び職員の基準（イを除く。） 認定こども園の認可等に関する条例

（平成１８年兵庫県条例第６３号）（認定こども園に係るものに限る。） 

イ 保育士及び保育教諭の基準 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例（認定こども園に係るものに限る。） 

(3) 家庭的保育事業等を行う事業所 芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例（平成２６年芦屋市条例第２６号）（居宅訪問型保育事業

に係るものを除く。） 

（準用） 

第２７条 第２４条及び第２５条の規定は、余裕活用型乳児等通園支援事業について

準用する。 

第３章 雑則 

（電磁的記録） 

第２８条 乳児等通園支援事業者及びその乳児等通園支援事業所の職員は、記録、作

成その他これらに類するもののうち、この条例の規定において書面（書面、書類、

文書、謄本、抄本、正本、副本、複本その他文字、図形等人の知覚によって認識す

ることができる情報が記載された紙その他の有体物をいう。以下この条において同

じ。）で行うことが規定されている又は想定されるものについては、書面に代え

て、当該書面に係る電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

は認識することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処

理の用に供されるものをいう。）により行うことができる。 

附 則 
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この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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参 照 

 

 

芦屋市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例要綱 

 

 

第１ 制定の趣旨  

乳児等通園支援事業の実施に伴い、児童福祉法第３４条の１６第１項の規定に基

づき、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定めるため、この条例を

制定しようとするもの。 

 

第２ 制定の内容  

１ 総則 

(1) 最低基準の目的等（第２条から第４条まで関係） 

   ア 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準（以下「最低基準」とい

う。）は、明るくて、衛生的な環境において、素養があり、かつ、適切な訓

練を受けた職員が遊び及び生活の場の提供並びにその保護者への面談及び

援助を提供することにより、利用乳幼児が、心身ともに健やかに育成される

ことを保障するものとする。 

   イ 市長は、芦屋市こども・若者未来応援会議の意見を聴き、乳児等通園支援 

事業者に対し、最低基準を超えて、その設備及び運営を向上させるように勧 

告することができる。 

   ウ 市は、最低基準を常に向上させるように努めるものとする。 

   エ 乳児等通園支援事業者は、最低基準を超えて、常にその設備及び運営を向

上させなければならないこととし、最低基準を超えている乳児等通園支援事

業者においては、最低基準を理由として、その設備又は運営を低下させては

ならない。 

   (2) 乳児等通園支援事業者の一般原則（第５条関係） 

   ア 利用乳幼児の人権に十分配慮するとともに、一人一人の人格を尊重して、

その運営を行わなければならない。 

イ 地域社会との交流及び連携を図り、利用乳幼児の保護者及び地域社会に対

し、その行う乳児等通園支援事業の運営の内容を適切に説明するよう努めな

ければならない。 
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ウ 乳児等通園支援事業者の役員が暴力団員であってはならない。 

    エ 暴力団密接関係者であってはならない。   

オ 自らその提供する乳児等通園支援の質の評価を行い、常にその改善を図る

とともに、定期的に外部の者による評価を受けて、その結果を公表し、常に

その改善を図るよう努めなければならない。 

カ 乳児等通園支援事業所には、事業の目的を達成するために必要な設備を設

けなければならない。 

キ 構造設備は、採光、換気等利用乳幼児の保健衛生及び利用乳幼児に対する

危害防止に十分な考慮を払って設けられなければならない。 

(3) 乳児等通園支援事業者と非常災害対策（第６条関係） 

    消火設備その他の非常災害に際して必要な設備を設けるとともに、非常災害 

に対する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報及び連絡体制を整 

備し、定期的に職員に周知しなければならない。加えて、乳児等通園支援事業 

者は、少なくとも毎月１回、避難及び消火に関する訓練を行わなければならな 

い。 

(4) 安全計画の策定等（第７条関係） 

   ア 利用乳幼児の安全の確保を図るため、乳児等通園支援事業所ごとに、設備

の安全点検、職員、利用乳幼児等に対する事業所外での活動、取組等を含め

た乳児等通園支援事業所での生活その他の日常生活における安全に関する

指導、職員の研修及び訓練その他安全に関する事項についての計画（以下「安

全計画」という。）を策定し、当該安全計画に従い必要な措置を講じなけれ

ばならない。 

イ 職員に対し、安全計画について周知するとともに、アの研修及び訓練を定

期的に実施しなければならない。 

ウ 利用乳幼児の安全の確保に関して保護者との連携が図られるよう、保護者

に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知しなければならない。 

エ 定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行うも

のとする。 

(5) 自動車を運行する場合の所在の確認（第８条関係） 

   ア 利用乳幼児の移動のために自動車を運行するときは、利用乳幼児の乗車及

び降車の際に、点呼その他の利用乳幼児の所在を確実に把握することができ

る方法により、利用乳幼児の所在を確認しなければならない。 

イ 利用乳幼児の送迎を目的とした自動車（運転者席及びこれと並列の座席並
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びにこれらより１つ後方に備えられた前向きの座席以外の座席を有しない

ものその他利用の態様を勘案してこれと同程度に利用乳幼児の見落としの

おそれが少ないと認められるものを除く。）を日常的に運行するときは、当

該自動車にブザーその他の車内の利用乳幼児の見落としを防止する装置を

備え、これを用いてアに定める所在の確認（降車時に限る。）を行わなけれ

ばならない。 

(6) 乳児等通園支援事業所の職員の一般的要件（第９条関係） 

乳児等通園支援事業所の職員は、健全な心身を有し、豊かな人間性と倫理観

を備え、児童福祉事業に熱意のある者であって、できる限り児童福祉事業の理

論及び実際について訓練を受けた者でなければならない。 

  (7) 乳児等通園支援事業所の職員の知識及び技能の向上等（第１０条関係） 

ア 職員は、常に自己研鑽に励み、必要な知識及び技能の修得、維持及び向上

に努めなければならない。 

    イ 乳児等通園支援事業者は、職員に対し、研修の機会を確保し、研修の実施

計画を策定し、実施した研修の記録を保管するとともに、必要に応じて研修

の内容の見直しを行うことにより、職員の計画的な育成に努めなければなら

ない。 

   (8) 他の社会福祉施設等を併せて設置するときの設備及び職員の基準 

（第１１条関係） 

    他の社会福祉施設等を併せて設置するときは、その行う乳児等通園支援に支

障がない場合に限り、必要に応じ当該乳児等通園支援事業所の設備及び職員の

一部を併せて設置する他の社会福祉施設等の設備及び職員に兼ねることができ

る。 

(9) 利用乳幼児を平等に取り扱う原則（第１２条関係） 

    利用乳幼児の国籍、信条、社会的身分又は利用に要する費用を負担するか否

かによって、差別的取扱いをしてはならない。 

(10) 虐待等の禁止（第１３条関係） 

     職員は、利用乳幼児に対し、虐待その他当該利用乳幼児の心身に有害な影響

を与える行為をしてはならない。 

(11)  衛生管理等（第１４条関係） 

     ア  利用乳幼児の使用する設備、食器等又は飲用に供する水について、衛生的

な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講じなければならない。 

イ 感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないように、職員に対し、感染
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症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための研修並びに感染症の予防及

びまん延の防止のための訓練を定期的に実施するよう努めなければならな

い。 

ウ 必要な医薬品その他の医療品を備えるとともに、それらの管理を適正に行

わなければならない。 

(12)  食事（第１５条関係） 

     食事の提供を行う場合（施設外で調理し運搬する方法により行う場合を含

む。）においては、当該施設において行うことが必要な調理のための加熱、保存

等の調理機能を有する設備を備えなければならない。 

(13)  乳児等通園支援事業所内部の規程（第１６条関係） 

      次に掲げる事業の運営についての重要事項に関する規程を定めておかなけれ

ばならない。 

ア 事業の目的及び運営の方針 

イ その提供する乳児等通園支援の内容 

ウ 職員の職種、員数及び職務の内容 

エ 乳児等通園支援の提供を行う日及び時間並びに行わない日 

オ 保護者から受領する費用の種類、支払を求める理由及びその額 

カ 利用定員 

キ 乳児等通園支援事業の利用の開始及び終了に関する事項その他の利用に当

たっての留意事項 

ク 緊急時等における対応方法 

ケ 非常災害対策 

コ 虐待の防止のための措置に関する事項 

サ その他乳児等通園支援事業の運営に関する重要事項 

(14)  乳児等通園支援事業所に備える帳簿（第１７条関係） 

     職員、財産、収支及び利用乳幼児の処遇の状況を明らかにする帳簿を整備し

ておかなければならない。 

(15)  秘密保持等（第１８条関係） 

ア 職員は、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用乳幼児又はその家族

の秘密を漏らしてはならない。 

イ 職員であった者が、正当な理由がなく、その業務上知り得た利用乳幼児又

はその家族の秘密を漏らすことがないよう、必要な措置を講じなければなら

ない。 
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(16)  苦情への対応（第１９条関係） 

    ア 乳児等通園支援に関する利用乳幼児又はその保護者等からの苦情に迅速か

つ適切に対応するために、苦情を受け付けるための窓口を設置する等の必要

な措置を講じなければならない。 

イ 乳児等通園支援に関し、市からの指導又は助言を受けた場合は、当該指導

又は助言に従って必要な改善を行わなければならない。 

(17) 関係機関との連携（第２０条関係） 

日常的に関係行政機関、医療機関等と相互に連携を図りながら、適切にその

業務を行うことにより、利用乳幼児が安心して乳児等通園支援事業所を利用す

ることができる体制の確保に努めなければならない。 

２ 乳児等通園支援事業の区分（第２１条関係） 

  (1) 乳児等通園支援事業は、一般型乳児等通園支援事業及び余裕活用型乳児等 

通園支援事業とする。 

(2) 一般型乳児等通園支援事業とは、乳児等通園支援事業であって(3)に定めるも

のに該当しないものをいう。 

(3) 余裕活用型乳児等通園支援事業とは、保育所、認定こども園又は家庭的保育

事業等（居宅訪問型保育事業を除く。以下同じ。）を行う事業所において、利用

児童数がその施設又は事業に係る利用定員（子ども・子育て支援法第２７条第

１項又は第２９条第１項の確認において定める利用定員をいう。）の総数に満

たない場合であって、当該利用定員の総数から当該利用児童数を除いた数以下

の数の乳幼児を対象として行う乳児等通園支援事業をいう。 

３ 一般型乳児等通園支援事業 

  (1)  設備の基準（第２２条関係） 

    ア 一般型乳児等通園支援事業所の設備の基準は、次のとおりとする。 

(ｱ) 乳児又は満２歳に満たない幼児を利用させる事業所 

設備等：乳児室又はほふく室（乳児等通園支援事業に必要な用具を備え

ること。）及び便所を設けること。 

乳児室の面積: 乳幼児１人につき１．６５㎡以上であること。 

ほふく室の面積：乳幼児１人につき３．３㎡以上であること。 

(ｲ) 満２歳以上の幼児を利用させる事業所 

設備等：保育室又は遊戯室（乳児等通園支援事業に必要な用具を備える

こと。）及び便所を設けること。 

保育室又は遊戯室の面積：幼児１人につき１．９８㎡以上であること。 
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(ｳ) 乳児室、ほふく室、保育室又は遊戯室（以下「保育室等」という。）を

２階に設ける建物は、次のａ、ｂ及びｆの要件に、保育室等を３階以上に

設ける建物は、次に掲げる要件に該当するものであること。  

ａ 建築基準法に規定する耐火建築物又は準耐火建築物であること。 

ｂ 保育室等が設けられている次の表の階及び区分ごとに、それぞれに掲げ

る施設又は設備が１以上設けられていること。 

階 区分 施設又は設備 

２階 常用 １ 屋内階段 

２ 屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令に規定する構造の屋内階段 

２ 待避上有効なバルコニー 

３ 準耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準ずる設備 

４ 屋外階段 

３階 常用 １ 建築基準法施行令に規定する構造の屋内階段 

２ 屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令に規定する構造の屋内階段 

２ 耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準ずる設備 

３ 屋外階段 

４階

以上

の階 

常用 １ 建築基準法施行令に規定する構造の屋内階段 

２ 建築基準法施行令に規定する構造の屋外階段 

避難用 １ 建築基準法施行令に規定する構造の屋内階段 

２ 耐火構造の屋外傾斜路 

３ 建築基準法施行令に規定する構造の屋外階段 

ｃ ｂの施設及び設備が避難上有効な位置に設けられ、かつ、保育室等の各

部分からそのいずれかに至る歩行距離が３０ｍ以下となるように設けら

れていること。 

ｄ 調理設備以外の部分と調理設備（(a)又は(b)に該当するものを除く。）

の部分が耐火構造の床若しくは壁又は特定防火設備で区画されているこ

と。この場合において、換気、暖房又は冷房の風道が床若しくは壁を貫

通する部分又はこれに近接する部分に防火上有効にダンパーが設けられ
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ていること。 

(a)  スプリンクラー設備が設置されていること。 

(b)  調理用器具の種類に応じて有効な自動消火装置が設けられ、かつ、

外部への延焼防止に必要な措置が講じられていること。 

ｅ 壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを不燃材料でしていること。 

ｆ 保育室等その他乳幼児が出入し、又は通行する場所に、乳幼児の転落事

故を防止する設備が設けられていること。 

ｇ 非常警報器具又は非常警報設備及び消防機関へ火災を通報する設備が

設けられていること。 

ｈ カーテン、敷物、建具等で可燃性のものについて防炎処理が施されてい

ること。 

  (2) 職員（第２３条関係） 

ア 保育士（地域限定保育士を含む。以下同じ。）その他乳児等通園支援に従事

する職員として市長が行う研修（市長が指定する都道府県知事その他の機関

が行う研修を含む。）を修了した者（以下「乳児等通園支援従事者」という。）

を置かなければならない。 

イ 乳児等通園支援従事者の数は、乳児おおむね３人につき１人以上、満１歳

以上満３歳未満の幼児おおむね６人につき１人以上とし、そのうち半数以上

は保育士とする。ただし、一般型乳児等通園支援事業所１か所につき２人を

下回ることはできない。 

ウ アに規定する乳児等通園支援従事者は、専ら当該一般型乳児等通園支援事

業に従事するものでなければならない。ただし、次のいずれかに該当する場

合は、専ら当該一般型乳児等通園支援事業に従事する職員を１人とすること

ができる。 

(ｱ) 当該一般型乳児等通園支援事業と保育所、幼稚園、認定こども園その他

の施設又は事業（以下「保育所等」という。）とが一体的に運営されている

場合であって、当該一般型乳児等通園支援事業を行うに当たって当該保育

所等の職員による支援を受けることができ、かつ、専ら当該一般型乳児等

通園支援事業に従事する職員が保育士であるとき。 

(ｲ) 当該一般型乳児等通園支援事業を利用している乳幼児の人数が３人以下

である場合であって、保育所等を利用している乳幼児の保育が現に行われ

ている保育室等において当該一般型乳児等通園支援事業が実施され、かつ、

当該一般型乳児等通園支援事業を行うに当たって当該保育所等の保育士に
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よる支援を受けることができるとき。 

(3) 乳児等通園支援の内容（第２４条関係） 

一般型乳児等通園支援事業における乳児等通園支援は、内閣総理大臣が定め

る指針に準じ、乳児等通園支援事業の特性に留意して、利用乳幼児及びその保

護者の心身の状況等に応じて提供されなければならない。 

(4) 保護者との連絡（第２５条関係） 

利用乳幼児の保護者と密接な連絡をとり、乳児等通園支援の内容等につき、

その保護者の理解及び協力を得るよう努めなければならない。 

 ４ 余裕活用型乳児等通園支援事業 

(1) 設備及び職員の基準（第２６条関係） 

余裕活用型乳児等通園支援事業所の設備及び職員の基準は、次に掲げる施設

又は事業所の区分に応じ、それぞれに定めるところによる。 

ア 保育所 

(ｱ) 設備及び職員の基準（(ｲ)を除く。） 兵庫県の法令の規定により条例に

委任された社会福祉施設等施設の基準等に関する条例（保育所に係るもの

に限る。） 

(ｲ) 保育士の基準 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例（保育所に係るものに限る。） 

イ 認定こども園 

(ｱ) 設備及び職員の基準（(ｲ)を除く。） 兵庫県の認定こども園の認可等に

関する条例（認定こども園に係るものに限る。） 

(ｲ) 保育士及び保育教諭の基準 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例（認定こども園に係るものに限

る。） 

ウ 家庭的保育事業等を行う事業所 芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例（居宅訪問型保育事業に係るものを除く。） 

(2) 乳児等通園支援の内容及び保護者との連絡（第２７条関係） 

３(3)及び(4)に同じ。 

５ 電磁的記録（第２８条関係） 

乳児等通園支援事業者及びその職員は、記録、作成その他これらに類するもの

のうち、この条例の規定において書面で行うことが規定されている又は想定され

るものについては、書面に代えて、当該書面に係る電磁的記録により行うことが

できる。 

75-20



第３ 施行期日 

令和８年４月１日 
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第７５号議案説明資料 

 

 

１ 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準に係る府令の基準と条例で定め

る基準の比較 

 

条例で定める内容は、府令で示された「従うべき基準」については、一部を除き、

それぞれの基準に準じ、同内容とし、「参酌すべき基準」についても一部を除き、

同内容とする。 

 府 令 条 例 内 容 基準の類型 

総則 第 5条 第 5条 乳児等通園支援事業者の一般原則 参酌 

第 6条 第 6条 乳児等通園支援事業者と非常災害対策 参酌 

第 7条 第 7条 安全計画の策定等 従う 

第 8条 第 8条 自動車を運行する場合の所在の確認 従う 

第 9条 第 9条 
乳児等通園支援事業所の職員の一般的

要件 
参酌 

第 10 条 第 10 条 
乳児等通園支援事業所の職員の知識及

び技能の向上等 
参酌 

第 11 条 第 11 条 
他の社会福祉施設等を併せて設置する

ときの設備及び職員の基準 
従う・参酌 

第 12 条 第 12 条 利用乳幼児を平等に取り扱う原則 従う 

第 13 条 第 13 条 虐待等の禁止   従う 

第 14 条 第 14 条 衛生管理等 参酌 

第 15 条 第 15 条 食事 従う 

第 16 条 第 16 条 乳児等通園支援事業所内部の規程 参酌 

第 17 条 第 17 条 乳児等通園支援事業所に備える帳簿 参酌 

第 18 条 第 18 条 秘密保持等 従う 

第 19 条 第 19 条 苦情への対応 参酌 

通則 第 20 条 第 21 条 乳児等通園支援事業の区分 従う 

一般型

乳児等

通園支

援事業 

第 21 条 第 22 条 設備の基準 従う・参酌 

第 22 条 第 23 条 職員 従う 

第 23 条 第 24 条 乳児等通園支援の内容 従う 

第 24 条 第 25 条 保護者との連絡 参酌 

余裕活

用型乳

児等通

園支援

事業 

第 25 条 第 26 条 設備及び職員の基準 従う 

第 26 条 第 27 条 準用 従う・参酌 

雑則 第 27 条 第 28 条 電磁的記録 参酌 

＊ 府令：乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準 
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２ 基準設定の考え方 

 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を条例で定めるに当たり、府令

で定められている基準に基づいて、本市における認可保育所の運営実態を基本とし、

検討した結果、下記のとおり定めた独自基準を除き、府令で定められている基準を

本市の基準とすることが妥当であると判断したため、同内容の基準を条例において

定めるものとする。 

※独自基準 

府 令 条 例 内  容 

 第 5条第 3項 

「暴力団員による不当な行為の防止等に関する

法律」、「芦屋市暴力団排除条例」等の趣旨を

考慮し、乳児等通園支援事業者の一般原則とし

て、①役員が暴力団員でないこと②乳児等通園

支援事業者が暴力団密接関係者でないこと を

加える。 

第 6条 第 6条 

① 非常災害に際しての対応を明確にするため、非

常災害時の関係機関への通報及び連絡体制を整

備し、それらを定期的に職員に周知しなければ

ならないこと を加える。 

 第 10条第 3項 

職員の計画的な育成に努めるため、研修の実施

計画を策定し、実施した研修の記録を保管する

とともに、必要に応じて研修の内容の見直しを

行うこと を加える。 

 第 20 条 

利用乳幼児が安心して乳児等通園支援事業所を

利用できる体制の確保に努めるため、乳児等通

園支援事業者は、日常的に関係行政機関、医療

機関等と相互に連携を図りながら、適切にその

業務を行うこと を加える。 

第 25 条 第 26 条 

余裕活用型乳児等通園支援事業における保育士

（地域限定保育士を含む。）及び保育教諭（認定

こども園に限る。）の数については、本市におけ

る認可保育所の運営実態に準じ、１・２歳児に

ついては、次に定める人数を基に算定すること

とした。 

１・２歳児 おおむね５人につき１人 
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